
ステンドグラスの光が輝く教会の街を歩く（長崎県）
にっぽん探訪

■延焼防止機能付集合管「カンペイ君」
（大阪府枚方市）

■EX工法（神奈川県小田原市） 
■貯水機能付防災ヘッダー「貯めてるゾー」

床下設置用（静岡県三島市）  

施工現場レポート

特集１
「築30年超のマンション増加に伴って
  増える給排水管の更新工事」
特集2

「下水道管路の長寿命化計画により
  将来の暮らしを守る」

174
2015 夏号

クボタシーアイは、本年4月で
10周年を迎えました。
これからも更なる飛躍を目指します。
今後ともご支援、ご愛顧のほど
宜しくお願い申し上げます。

パル
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2
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7
9

11

13
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21
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C o n t e n t s 174 2015 夏号

10 周年記念のご挨拶
特集1 築30年超のマンション増加に伴って増える給排水管の更新工事
施工現場レポート 延焼防止機能付集合管「カンペイ君」

（大阪府・枚方市）
特集 2 下水道管路の長寿命化計画により将来の暮らしを守る
施工現場レポート EX 工法（神奈川県・小田原市） 
施工現場レポート 貯水機能付防災ヘッダー「貯めてるゾー」床下設置用

（静岡県・三島市）
新製品紹介 災害用トイレ配管システム 下水道直結貯留型

KC ニュース 「ENEX/Smart Energy Japan」出展のご報告、
展示会出展のお知らせ
にっぽん探訪（長崎県・長崎市）
ミズエおばあちゃんの知恵袋「燃費を良くして楽しくドライブ」の巻
新製品のご案内
パルちゃんの Let' Try Cooking「ロコモコ丼」
お便りコーナー／イラストありがとう
読者プレゼント付きクイズ／編集後記 

 
 

 

      

           
 

（一財）日本消防設備安全センターの登録認定品。
屋外消火栓設備配管等にご使用いただけます。消火設備配管用

〈日本水道協会規格 JWWA144,145規格寸法〈日本水道協会規格 JWWA144,145規格寸法品〉

物流施設 重要文化財

消防庁告示第19号に基づく
（一財）日本消防設備安全セ
ンターによる登録認定取得
で、煩わしい個別物件ごと
の申請手続きが不要です。

認定証

項 目

認定番号

型式記号

最大支持間隔

用いることができる消火剤

明 細

φ75・φ100：PL-027 号
φ50 ：PL-031 号

φ75・φ100：KCPE-FD01
φ50 ：KCPE-FD03

φ100・φ150・φ200：2m
φ50・φ75      ：1m

なし（水のみ）

消火用ポリエチレンパイプの使用条件
最高使用圧力：1.25MPa（呼び径 50～150）

1.20MPa（呼び径 200）

●屋外消火栓設備 ●屋内消火栓設備
●湿式スプリンクラー設備埋設用途・湿式水噴霧消火設備埋設用途
●湿式泡消火設備埋設用途（但し、消火剤混合装置の一次側で水配管に限る）

φ150：KCPE-FD02
φ200：KCPE-FD04

φ150：PL-030 号
φ200：PL-041 号

適用消火設備 採 用 事 例

登録認定の内容

屋外消火栓設備配管例

認定取得
呼び径

φ150 φ100 φ75 φ50
φ２００

呼び径200の登録認定を追加取得
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Ｐ
Ａ
Ｌ
読
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、益
々
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、平
素
は
ク
ボ
タ

シ
ー
ア
イ
製
品
を
ご
愛
顧
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、弊
社
は
本
年
４
月
１
日
に
設
立
１０
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
１０
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、塩
ビ
管

国
内
総
需
要
が
減
少
す
る
中
、ク
ボ
タ
合
成
管
事
業
部
と
シ
ー

ア
イ
化
成
管
工
機
材
事
業
部
は
生
き
残
り
を
か
け
て
２
０
０
５

年
に
事
業
統
合
致
し
ま
し
た
。そ
の
後
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョッ
ク
に
よ
る
急
激
な
需
要
減
退
、２
０
１
１
年
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
工
場
被
災
、原
油
価
格
の
高
止
ま

り
に
よ
る
原
料
価
格
の
高
騰
等
、弊
社
は
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
を
乗
り
越
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
施
主

様
や
ユ
ー
ザ
ー
様
、工
事
業
者
様
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

方
々
の
絶
大
な
る
お
力
添
え
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
必
要
と
さ
れ
る
企
業
で
あ

り
続
け
ら
れ
る
よ
う
全
社
を
挙
げ
て
一
層
の
努
力
を
重
ね

て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、今
後
と
も
何
卒
倍
旧
の

ご
支
援
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

次
の
新
た
な
１０
年
に
向
か
い
、弊
社
は「
現
場
主
義
」と

「
お
客
様
第
一
主
義
」の
徹
底
を
通
じ
て
、皆
様
の„
望
み
“を

超
え
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
、皆
様
の
”予
想
“を
超
え
る

ス
ピ
ー
ド
で
提
供
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。「
お
客
様
に

貢
献
で
き
る
会
社
」を
目
指
し
、皆
様
の„
感
動
“を
呼
び

覚
ま
す
高
機
能
、高
品
質
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続

け
る
こ
と
が
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
使
命
で
あ
り
、あ
る
べ
き
姿

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
あ
る
べ
き
姿
を
目
指
し
、本
年
４
月
１
日
付
で
経
営

体
制
を
一
新
致
し
ま
し
た
。皆
様
方
に
は
従
来
同
様
の
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、皆
様
方
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、甚
だ
簡
単
な
が
ら
１０
周
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
副
社
長

取
締
役
専
務
執
行
役
員

取
締
役

取
締
役
常
務
執
行
役
員

取
締
役
執
行
役
員

田
畑 

勝
治 

福
永

忍

髙
木

章

山
本 

芳
樹

土

和
広

山
﨑

薫

執
行
役
員

執
行
役
員

執
行
役
員

監
査
役

監
査
役

監
査
役

有
森 

高
志

汲
田 

康
昭

小
西 

雅
弘

船
越 

秀
雄

坂
本 

悟

髙
鳥 

達
志

役
員
一
覧（
2
0
1
5
年
4
月
1
日
現
在
）

クボタシーアイ株式会社
代表取締役社長
 たばた         まさはる 

田 畑  勝 治

クボタシーアイ株式会社は、株式会社クボタ合成管事業部とシーアイ化成株式会社管工機材
事業部が包括的業務提携契約を締結し、平成17年4月スタートしました。みなさまからご支援
をいただき、本年4月に10周年を迎えました。

  

     

   

皆
様
の
お
か
げ
で
１０
周
年
を
迎

皆
様
の
お
か
げ
で
１０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
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赤水

金属管
錆

ポリエチレンパイプ

きれいな水

錆びない

長期間衛生的に水を供給

柔軟性を
活かした
作業も可能

軽量なので一人で
運搬できる

電気融着で信頼性の
高い接合

ポリエチレン管の特長

給
水
管
で
の
問
題

給
水
管
で
の
問
題
の
多
く
は
、管
路
の
腐
食

に
よ
る
赤
水
や
漏
水
で
す
。昭
和
40
年
ご
ろ
ま

で
は
、亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
管
が
使
用
さ
れ
、昭
和
45

年
あ
た
り
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
用
部
あ
る
い

は
専
用
部
で
水
道
用
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
ラ
イ
ニ

ン
グ
鋼
管（
以
下
ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管
）が
多
く
使

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管
を
使

用
す
る
と
、直
管
部
で
の
問
題
は
無
い
も
の
の
、

コ
ア
付
継
手（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
接
続
具
が
内

面
に
設
置
し
た
継
手
）を
使
用
し
て
い
な
い
場

合
、継
手
の
ね
じ
部
分
が
腐
食
し
、赤
水
の
発

生
や
漏
水
と
い
っ
た
問
題
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

こ
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管
が
布
設
か
ら
30
年
を
越

え
、更
新
時
期
に
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管
は
、研
磨
材
な
ど
を
利
用
し

て
管
内
部
の
腐
食
部
分
を
取
り
除
き
、エ
ポ
キ
シ

樹
脂
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
再
生
方
法
が
あ
り
ま

す
。し
か
し
延
長
で
き
る
使
用
期
間
が
不
確
定
で

あ
る
た
め
、管
路
ご
と
入
れ
替
え
る
更
新
工
事
が

増
え
て
い
ま
す
。

更
新
工
事
に
有
利
な
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

マ
ン
シ
ョ
ン
供
用
部
の
給
水
立
て
管
の
更
新
工

事
で
は
、ス
テ
ン
レ
ス
鋼
管
、ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管
な

ど
の
金
属
管
が
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、近
年

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
採
用
も
増
え
て
い
ま
す
。ポ
リ

エ
チ
レ
ン
管
は
、錆
び
る
こ
と
が
な
い
た
め
、長
期

使
用
で
も
赤
水
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

金
属
管
と
比
較
し
て
軽
量
で
あ
り
、柔
軟
性
を

活
か
し
て
狭
い
現
場
で
の
配
管

も
し
や
す
く
、ま
た
、切
断
も

容
易
で
あ
る
な
ど
、施
工
性
が

優
れ
て
い
る
こ
と
も
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
管
の
大
き
な
特
長
で
す
。

そ
の
た
め
、作
業
者
の
負
担
軽

減
は
も
ち
ろ
ん
、短
工
期
で
住

人
へ
の
負
担
も
軽
減
で
き
ま
す
。

接
合
に
関
し
て
は
、ポ
リ
エ

チ
レ
ン
管
は
管
と
継
手
が
一
体

に
な
る
電
気
融
着（
E
F
接

合
）で
行
う
た
め
、施
工
に
ば

ら
つ
き
が
あ
り
ま
せ
ん
。管
端

コ
ア
の
挿
入
忘
れ
等
の
不
手

際
で
、錆
や
赤
水
の
原
因
と
な

る
ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管
と
比
べ
て

も
信
頼
性
の
高
い
管
路
構
築

が
可
能
で
す
。

排水立て管の更新工事
延焼防止機能付集合管「カンペイ君」に耐火二層管の排水立て管と塩ビ製の横枝管を接合

築
30
年
超
の
マ
ン
シ
ョ
ン
増
加
に
伴
っ
て
増
え
る
給
排
水
管
の
更
新
工
事

ま
た
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
使
用
す
る
と
、寒
冷

地
・
準
寒
冷
地
を
除
い
て
管
路
の
凍
結
防
止
部

材
の
工
事
が
必
要
が
な
い
の
で
、工
事
コ
ス
ト
の
縮

減
と
工
期
の
短
縮
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
施
工
性
を
高
め
る
ク
ボ
タ
シ
ー

ア
イ
の
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

一
般
的
な
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
に
は
上
記
で
述
べ
た

よ
う
な
優
れ
た
特
長
が
あ
り
ま
す
が
、ク
ボ
タ
シ
ー

ア
イ
の
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
さ
ら
に
施

工
性
を
向
上
さ
せ
る
特
長
が
あ
り
ま
す
。

呼
び
径
40
以
下
の
E
F
継
手
に
は
、ク
ラ
ン
プ

継
手
を
内
蔵
し
て
い
る
の
で
、別
途
ク
ラ
ン
プ（
固

定
部
材
）を
用
意
す
る
必
要
が
な
く
、ド
ラ
イ
バ
ー

で
固
定
ね
じ
を
締
め
る
だ
け
で
固
定
が
可
能
で
す
。

工
事
準
備
の
手
間
、接
合
時
間
の
短
縮
、さ
ら
に

ク
ラ
ン
プ
の
リ
ー
ス
代
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、E
F
ソ
ケ
ッ
ト
や
E
F
エ
ル
ボ
の
呼
び
径

全
国
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
戸
数
が
6
0
0
万
戸
を
越
え
、そ
の
内
、5
分
の
1
に
当
た
る

1
2
9
万
戸
が
築
30
年
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
す
。築
30
年
超
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、今
後
さ
ら

に
増
加
し
、2
0
2
3
年
に
は
約
2
倍
の
2
6
4
万
戸
に
達
す
る
と
国
土
交
通
省
は
予
測

し
て
い
ま
す
。近
年
、こ
れ
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
の
老
朽
化
と
と
も
に
、給
排
水
管
の
寿
命
に
近
づ

き
、給
排
水
管
の
更
新
工
事
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

特集 1

給水管（立て管）の変遷

配管材の耐用年数

管 種

管 種
耐 用 年 数

S30年 S35年 S40年 S45年 S50年 S55年 S60年 H27年

水道用亜鉛めっき鋼管

炭素鋼鋼管（白）（給水）
炭素鋼鋼管（白）（冷温水）
塩ビライニング鋼管（給水）
ステンレス管（給水・給湯）
ビニル管HIVP（給水）
炭素鋼鋼管（白）（排水・通気）
ビニル管VP（排水）
鋳鉄管（排水）

水道用ステンレス鋼管

水道用硬質塩化ビニル
ライニング鋼管
水道用ポリエチレン粉体
ライニング鋼管

水道用硬質ポリ塩化
ビニル管（VP、HIVP）

20
25
30
20
30
30
40

官庁営繕

20
30
30
30
20
25
30

BELCA
20

18

28

建築学会
20

18

28

小林
18.1
18

18.4

BCS

出展：（社）建築・設備維持保全推進協会「建築物のLC評価用データ集 改訂版第4版」（平成20年3月1日、
 第1刷発行）の耐用年数一覧から、官庁営繕、BELCA、建築学会、小林、BCSの値を引用

出展：マンション設備改修工事チェックポイントマニュアル（（一社）マンション計画修繕施工協会）

錆びない

軽量＆柔軟性

電気融着
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築30年超のマンション増加に伴って増える給排水管の更新工事

20
、25
な
ど
、使
用
頻
度
の
高
い
継
手
類
は
、2
個

同
時
通
電
を
可
能
に
し
、接
合
時
間
を
短
縮
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、事
前
に
工
場
で
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

や
継
手
を
切
断
・
接
合
を
行
っ
た
プ
レ
フ
ァ
ブ
加

工
品
を
施
工
現
場
に
納
品
す
る「
ケ
ー
シ
ー
コ
ン
ビ

シ
ス
テ
ム
」も
提
案
し
て
い
ま
す
。工
場
加
工
の
た

め
安
定
し
た
加
工
が
可
能
で
あ
り
、施
工
現
場
で

の
工
数
を
減
ら
す
こ
と
で
、工
期
の
短
縮
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

排
水
管
で
の
問
題

排
水
管
に
お
い
て
も
、築
後
30
年
を
経
過
し
た

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
、配
管
の
詰
ま
り
に
よ
る
排
水

不
良
や
、配
管
材
か
ら
の
漏
水
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

特集 1

原
因
と
な
る
の
は
、管
内
面
へ
の
油
脂
分
等
の

付
着
や
、配
管
内
の
腐
食
・
損
傷
。長
年
使
わ
れ

た
亜
鉛
め
っ
き
鋼
管（
白
ガ
ス
管
）で
、ト
レ
ネ
ジ

継
手
の
ね
じ
部
が
腐
食
に
よ
り
欠
損
し
て
い
る
ケ

ー
ス
や
、管
内
で
繁
殖
し
た
微
生
物
に
よ
る
バ
ク

テ
リ
ア
腐
食
で
管
や
継
手
に
穴
が
開
く
ケ
ー
ス
、

管
内
清
掃

時
に
使
用

さ
れ
る
高

圧
洗
浄
用

の
ス
テ
ン

レ
ス
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
ホ
ー
ス

が
継
手
を

局
部
的
に

摩
耗
さ
せ

て
生
じ
た

洗
浄
痕
か

ら
漏
水
す

る
ケ
ー
ス

な
ど
が
あ

り
ま
す
。

排
水
管
の
更
新
工
事

排
水
管
に
関
し
て
も
、管
路
の
耐
用
年
数
が
長

く
残
っ
て
い
る
場
合
に
は
、管
内
の
付
着
物
や
錆

を
落
と
し
て
樹
脂
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
更
生
工
法

が
あ
り
ま
す
が
、耐
用
年
数
が
短
い
場
合
に
は
管

路
を
更
新
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。更
新
工
事
の

場
合
に
は
、共
有
部
だ
け
で
な
く
、各
専
有
部
の

既
設
管
の
問
題
も
あ
る
た
め
、合
わ
せ
て
工
事
を

検
討
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

更
新
工
事
の
際
に
は
、居
住
者
が
生
活
し
た
ま

ま
の
工
事
に
な
る
こ
と
が
多
く
、住
戸
内
へ
の
立

ち
入
り
作
業
と
な
る
た
め
、居
住
者
の
在
宅
が
必

要
に
な
り
ま
す
。ま
た
、工
事
期
間
中
は
同
一
系
統

で
の
水
の
使
用
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、で
き
る

だ
け
迅
速
な
施
工
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
更
新
工
事
の
施
工
現
場
で
最
も
使
い

や
す
い
の
は
、軽
く
、現
場
で
簡
単
に
切
断
で
き
、

廃
材
も
少
な
い
、硬
質
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
管（
塩
ビ

管
）。し
か
し
、防
火
区
画
貫
通
部
の
配
管
に
は
使

用
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
た
め
、硬
質
塩

化
ビ
ニ
ル
ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管
や
耐
火
二
層
管
が一
般

的
に
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ク
ボ
タ
イ
カ
シ
リ
ー
ズ

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
延
焼
防
止
機
能
付
集
合
管

「
カ
ン
ペ
イ
君
」は
、雑
排
水
や
汚
水
が
合
流
す
る

排
水
集
合
管
の
下
部
に
熱
膨
張
材
を
内
蔵
さ
せ

る
こ
と
で
、火
災
発
生
時
、熱
膨
張
材
が
膨
張
し

て
管
内
部
を
閉
塞
さ
せ
、上
階
へ
の
延
焼
を
防
止

し
ま
す
。こ
の
シ
ス
テ
ム
で
国
交
大
臣
認
定
と
消

防
評
定
を
取
得
し
、排
水
立
て
管
に
も
横
枝
管
に

も
塩
ビ
管
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、塩
ビ
立
て
管
の
遮
音
性
を
高
め
る
た
め
に

後
巻
き
す
る
遮
音
シ
ー
ト「
カ
ン
ペ
イ
シ
ー
ト
」は
、

面
フ
ァ
ス
ナ
で
簡
単
に
施
工
す
る
こ
と
が
で
き
、遮

音
被
覆
工
事
の
工
数
も
低
減
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。ク
ボ
タ
イ
カ
シ
リ
ー
ズ「
カ
ン
ペ
イ
君
」「
カ
ン

ペ
イ
シ
ー
ト
」に
よ
り
、材
料
費
を
含
め
た
工
事
コ

ス
ト
の
縮
減
と
工
期
の
短
縮
で
、居
住
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ク
ボ
タ
イ
カ
シ
リ
ー
ズ
に
は
、熱
膨
張
材
を
塩
ビ

製
立
て
管
の
受
け
口
部
に
取
り
付
け
た「
カ
ン
ペ
イ

立
て
管
」と
い
う
製
品
も
あ
り
ま
す
。上
向
き
の
受

け
口
と
差
込
み
型
ゴ
ム
リ
ン
グ
接
合
で「
安
心
」・

「
簡
単
」に
接
合
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ねじ式クランプの固定ケーシーコンビシステム

炎をシャットアウトするしくみ

火災発生

カバー内部の熱膨張材が管内部を
閉塞。（火災時に膨張開始）
下階からの熱や炎の延焼を防止。

貫通部温度：低

集合管の温度上昇が抑えられる

 
 

排水管（立て管）の変遷
管 種 S30年 S35年 S40年 S45年 S50年 S55年 S60年 H27年

亜鉛めっき鋼管

排水用鋳鉄管

排水・通気用
耐火二層管

排水用硬質塩化ビニル
ライニング鋼管
排水用タールエポキシ
塗装鋼管

硬質ポリ塩化ビニル管
（VP）

出展：マンション設備改修工事チェックポイントマニュアル（（一社）マンション計画修繕施工協会）

延焼防止部品

カンペイ君
（延焼防止機能付集合管）

カンペイシート
（塩ビ立て管用遮音シート）

カンペイ立て管
延焼防止機能付『受け口付直管』）

クボタイカシリーズ製品

クボタシーアイの高密度ポリエチレンパイプの特長

硬質塩化ビニル
ライニング鋼管

耐火二層管

排水用鋳鉄管

塩化ビニル管

排水管に使用される管材

印が加工部分

● 管材の切断
● EF接合
● バット融着など

クランプ不要

延焼防止部品

2箇所同時通電
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大規模マンションの排水管更新工事の
施工性を向上させた「カンペイ君」

大規模マンションの排水管更新工事の
施工性を向上させた「カンペイ君」
劣
化
し
た
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
管
で
漏
水

長
年
、住
み
慣
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
も
築
30
年
が
経
過
す

る
と
、い
ろ
ん
な
所
に
不
具
合
が
出
て
く
る
。排
水
管
の

経
年
劣
化
も
そ
の
一つ
だ
。と
く
に
、漏
水
が
発
生
す
る

と
下
階
の
住
人
に
も
迷
惑
が
か
か
り
、住
人
間
の
ト
ラ

ブ
ル
に
な
り
か
ね
な
い
。

そ
ん
な
漏
水
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、マ

ン
シ
ョ
ン
全
戸
で
大
規
模
な
排
水
管
の
更
新

工
事
を
行
っ
て
い
る
大
阪
府
枚
方
市
の「
グ

リ
ー
ン
タ
ウ
ン
香
里
ヶ
丘
」を
取
材
し
た
。同

マ
ン
シ
ョ
ン
は
、昭
和
58
年
の
竣
工
か
ら
30

年
以
上
が
経
過
し
た
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
。4
棟
に
分
か
れ
、3
7
7

戸
を
誇
る
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

同
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、数
年
前
よ
り
、横
枝

管
に
使
用
さ
れ
て
い
る
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
管

（
通
称
白
ガ
ス
管
）が
劣
化
し
、ピ
ン
ホ
ー

ル
か
ら
水
漏
れ
が
発
生
し
て
お
り
、マ
ン
シ

ョ
ン
の
管
理
組
合
で
改
修
に
向
け
た
協
議

が
行
わ
れ
て
き
た
。2
年
前
、株
式
会
社

M
T
K
一
級
建
築
士
事
務
所
が
設
計
会
社

に
決
定
し
、管
路
の
調
査
や
更
新
方
法
検

討
が
行
わ
れ
た
。当
初
、横
枝
管
の
み
の
更

新
を
予
定
し
て
い
た
が
、鋳
鉄
製
排
水
立

て
管
に
も 

経
年
劣
化
が
見
ら
れ
た
た
め
、

排
水
立
て
管
も
合
わ
せ
て
更
新
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

施
工
性
向
上
の
た
め
採
用
さ
れ
た

「
カ
ン
ペ
イ
君
」

排
水
管
の
更
新
工
事
で
重
要
に
な
る
の

は
、排
水
性
能
の
改
善
、施
工
時
間
の
短
縮
、

低
コ
ス
ト
で
あ
る
。住
人
が
生
活
を
し
な
が

ら
の
工
事
と
な
る
た
め
、で
き
る
だ
け
工
事

時
間
を
短
縮
し
て
住
人
の
負
担
を
軽
減
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。同
時
に
、工
事
費
は
住
人
負
担
と

な
る
た
め
改
修
コ
ス
ト
を
抑
え
る
必
要
も
あ
る
。

そ
の
施
工
性
と
コ
ス
ト
の
両
方
を
満
足
す
る
製
品
と

し
て
採
用
さ
れ
た
の
が
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
延
焼
防
止

機
能
付
集
合
管「
カ
ン
ペ
イ
君
」で
あ
る
。通
常
、防
火
区

画
貫
通
部
か
ら
1
m
以
内
は
、不
燃
材
に
よ
る
配
管
が

建
築
基
準
法
及
び
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、塩
ビ
管

を
集
合
管
に
直
接
、接
続
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。そ
の

た
め
、塩
ビ
管
の
外
側
に
耐
火
被
覆
層
を
持
っ
た
、耐
火

二
層
管
な
ど
で
配
管
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。「
カ
ン
ペ
イ

君
」の
採
用
に
よ
り
、そ
の
延
焼
防
止
機
能
を
活
用
し
、防

火
区
画
貫
通
部
１
m
以
内
で
も
安
価
で
、施
工
性
に
優
れ

た
塩
ビ
管
を
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

改
修
工
事
を
監
督
す
る
株
式
会
社
長
谷
工
ス
マ
イ
ル
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、設
備
管
理
部
の
三
谷
司
朗
さ
ん
は
、「
耐
火
二

層
管
を
加
工
す
る
場
合
、電
動
カ
ッ
タ
ー
な
ど
が
必
要
で
、

一
般
の
住
居
で
は
作
業
は
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、塩
ビ
管
の

施
工
で
あ
れ
ば
、生
活
さ
れ
て
い
る
部
屋
で
も
簡
単
に
加

工
が
で
き
ま
す
。」と
塩
ビ
管
の
使
い
勝
手
の
良
さ
を
語
る
。

ま
た
、勾
配
確
保
の
点
か
ら
塩
ビ
管
の
メ
リ
ッ
ト
を
語

る
の
は
、同
社
の
西
川
和
弘
さ
ん
。「
古
い
物
件
の
多
く
は
、

横
枝
管
の
勾
配
が
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

元
々
、鋼
管
で
横
引
き
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
被
覆
層
が
あ

る
耐
火
二
層
管
を
使
用
す
る
と
、ま
す
ま
す
勾
配
が
取
り

に
く
く
な
り
ま
す
。塩
ビ
管
を
使
用
で
き
れ
ば
、肉
厚
が

薄
い
分
だ
け
勾
配
が
取
り
や
す
く
な
り
ま
す
」。

横
枝
管
は
塩
ビ
管
に
で
き
施
工
が

ス
ピ
ィ
ー
デ
ィ
ー

一
戸
に
要
す
る
工
期
は
4
〜
5
日
で
、標
準
4
日
の
場

合
、1
日
目
に
床
や
壁
の
開
口
工
事
、2
日
目
に
排
水
管

の
更
新
工
事
、3
〜
4
日
目
で
床
や
壁
の
復
旧
工
事
を

行
う
。住
人
が
水
を
使
用
で
き
な
い
の
は
、管
路
を
入
れ

替
え
る
2
日
目
の
朝
9
時
か
ら
夕
方
の
5
時
ま
で
の
間

だ
け
。工
事
は
ま
さ
に
時
間
と
の
勝
負
で
あ
る
。

排
水
管
の
更
新
工
事
は
、既
設
管
の
撤
去
か
ら
始
ま
っ

た
。最
下
層
階
の
ト
イ
レ
裏
側
に
あ
る
横
枝
管
、排
水
立

て
管
を
パ
イ
プ
カ
ッ
タ
ー
で
切
断
し
て
撤
去
す
る
と
、延

焼
防
止
機
能
付
集
合
管「
カ
ン
ペ
イ
君
」を
設
置
。排
水

立
て
管
に
は
遮
音
性
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
耐
火
二

 

 

延焼防止機能付集合管
「カンペイ君」の接続状態

トイレ側から見た、配管イメージ図

延焼防止部品

バス・洗面へ

VP管VP管

耐火二層管φ100

VP管

キッチンへ

トイレへ

延焼防止機能付集合管
「カンペイ君」

延焼防止部品

             

上から 下から
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株式会社長谷工 
スマイルコミュニティ
関西支店 施設管理部
三谷 司朗さん

株式会社長谷工 
スマイルコミュニティ
関西支店 施設管理部
西川 和弘さん

 

層
管
を
使
用
し
、滑
材

を
塗
っ
て「
カ
ン
ペ
イ

君
」に
接
合
し
た
。掃

除
口
を
挟
ん
で
さ
ら

に
排
水
立
て
管
を
延

ば
し
、上
階
か
ら「
カ

ン
ペ
イ
君
」を
下
ろ
し
、

最
後
に
金
物
の
ボ
ル

ト
を
締
め
、排
水
立
て

管
に
固
定
し
、「
カ
ン

ペ
イ
君
」の
貫
通
部
に
モ
ル
タ
ル
を
充
填
し
て
排
水
立
て

管
部
分
が
完
成
し
た
。

「
カ
ン
ペ
イ
君
」の
採
用
で
防
火
区
画
貫
通
部
か
ら

１
m
以
内
に
塩
ビ
管
が
使
用
で
き
る
た
め
、キ
ッ
チ
ン
用
、

バ
ス
・
洗
面
用
、ト
イ
レ
用
の
3
系
統
の
塩
ビ
管
を「
カ
ン

ペ
イ
君
」に
接
続
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。こ
れ
ら
共

用
部
の
工
事
に
加
え
て
洗
面
下
な
ど
各
専
有
部
の
排
水

管
の
更
新
も
、塩
ビ
管
を
使
用
し
て
行
わ
れ
た
。こ
う
し

て
一
階
づ
つ
一
連
の
工
事
が
終
了
し
た
時
点
で
通
水
試
験

が
行
わ
れ
、問
題
の
無
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

国
土
交
通
省
に
よ
る
と
築
30
年
を
超
え
る
マ
ン
シ
ョ

ン
は
、現
在
の
百
二
十
九
万
戸
か
ら
平
成
35
年
に
は
二
百

六
十
四
万
戸
に
倍
増
す
る
と
い
う
。今
回
の
よ
う
な
更

新
時
期
を
迎
え

る
マ
ン
シ
ョ
ン
が

ま
す
ま
す
増
え

る
こ
と
を
考
え 

る
と
、「
カ
ン
ペ

イ
君
」の
よ
う
な

施
工
性
を
向
上

さ
せ
る
管
材
の

重
要
性
が
さ
ら

に
増
す
も
の
と

予
想
さ
れ
る
。

施工の手順

製品案内  延燃防止機能付集合管「カンペイ君」

①更新前の排水立て管（鋳鉄管）と横枝管
（亜鉛メッキ鋼管）

②「カンペイ君」の設置

③排水立て管（耐火二層管）と
「カンペイ君」の接合

⑤上階の「カンペイ君」の接続 ⑥「カンペイ君」と排水立て管の固定（ボルト締め）
※施工：日本水理株式会社

⑦横枝管の接続

④排水立て管の完成

グリーンタウン香里ヶ丘（C棟、D棟）全景

（耐火二層管と比較して）

特 長

延焼防止部品

延焼防止部品の熱膨張材により
上階への炎の侵入を遮断！

クボタシーアイ製硬質塩
化ビニル管VP75、１００の
ご使用を推奨！

●コストダウン
・防火区画貫通部から1m以

内の範囲でも安価で汎用性
の高い塩ビ管が使用可能。

・迂回配管の必要なし。

●簡単施工
・横枝管を全て塩ビ管で配管

できるので施工時間が短縮。
・勾配確保が容易で、施工の

自由度が拡大。

●環境負荷低減
・加工の際、廃材が少ない。

国土交通大臣認定および消防性能評定を取得しています。

耐火二層管 塩ビ管

従来配管では 「カンペイ君」
では

「カンペイ君」により、排水立て管と横枝管を塩ビ管とすることができます。

（ご注意）国交大臣認定と消防性能評価については、詳細条件が定められています。
             予め内容をご確認のうえ、定められた条件に従って施工してください。

※横枝管が防火区画の壁を貫通する場合については、別途対策が必要です。
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下
水
道
管
路
の
老
朽
化
の
現
状

我
が
国
の
下
水
道
整
備
の
進
展
は
目
覚
ま

し
く
、下
水
道
普
及
率
は
77
％（
平
成
25
年
末

時
点
）で
あ
り
、管
き
ょ
総
延
長
は
約
46
万
㎞

に
達
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、こ
れ
ま
で
蓄
積

さ
れ
て
き
た
下
水
道
管
路
の
老
朽
化
が
顕
著

と
な
り
、50
年
経
過
管
路
延
長
が
、10
年
後
に

は
約
4
万
㎞
、20
年
後
に
は
約
11
万
㎞
に
達
す

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
管
路
の
老
朽
化
に
起
因
す
る
問
題

と
し
て
は
、道
路
の
陥
没
や
漏
水
に
よ
る
土
壌

汚
染
、不
明
水
の
混
入
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。道

路
の
陥
没
に
関
し
て
は
、過
去
10
年
間
で
ほ
ぼ

毎
年
3
千
件
以
上
の
陥
没
が
報
告
さ
れ
、と
く

に
布
設
後
30
年
以
上
を
経
過
し
た
管
路
で 

急

激
に
発
生
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
、布
設
か
ら
50
年
を
待
た
ず
、更
新
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

下
水
道
長
寿
命
化
支
援
制
度
と

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、下
水
道
施
設
の
事

故
発
生
や
機
能
停
止
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、限

ら
れ
た
財
源
の
範
囲
で
施
設
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト（
L
C
C
）を
最
小
化
し
な
が
ら

計
画
的
な
改
築
を
推
進
す
る
た
め
国
土
交
通

省
は
、平
成
20
年
に「
下
水
道
長
寿
命
化
支
援

制
度
」を
設
立
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

⑴
下
水
道
施
設
の
健
全
度
に
関
す
る
点
検
調

査
の
実
施

⑵
長
寿
命
化
対
策
を
含
め
た
計
画
的
な
改
築

等
の
推
進

⑶
予
防
保
全
的
な
管
理
の
実
施

下
水
道
管
路
の
長
寿
命
化
計
画
に
よ
り
将
来
の
暮
ら
し
を
守
る

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
完
全
に
下
水
道
施
設
や

管
路
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
て
か
ら
更
新
工
事

を
行
う
の
で
は
な
く
、使
用
不
可
と
な
る
前
に

施
設
全
体
の
点
検
調
査
を
行
い
、保
全
的
な
維

持
管
理
や
長
寿
命
化
を
行
う
こ
と
で
耐
用
年
数

の
伸
長
と
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
を

図
り
ま
す
。

こ
の
制
度
で
は
、改
築
の
補
助
対
象
外
の

小
さ
な
単
位
で
の
部
品
取
替
で
も
、耐
用
年

数
の
観
点
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
観

点
の
条
件
を
満
足
す
れ
ば
補
助
対
象
に
な
り

ま
す
。ま
た
、必
要
な
点
検
調
査
に
要
す
る

費
用
や
下
水
道
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
す
る

た
め
の
費
用
も
補
助
対
象
に
な
り
、予
防
保

全
的
な
管
理

の
推
進
を
目

的
と
し
て
い

ま
す
。

平
成
25
年

以
降
は
、
こ

の
制
度
を
利

用
す
る
た
め

に
は
各
自
治

体
に
お
い
て

長
期
化
計
画

の
策
定
が
必

要
で
あ
り
、

現
在
多
く
の

自
治
体
が
計

画
の
策
定
を

行
い
、
更
新

工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。

昭
和
40
年
以
降
、大
量
に
布
設
さ
れ
た
下
水
道
管
路
が
、布
設
後
50
年
を
向
か
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。国
は
管
路
の
老
朽
化
に
伴
う
問
題
を
未
然
に
防
ぐ
更
生
工
事
を
効
率

的
に
行
う
た
め
、支
援
制
度
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、各
自
治
体
は
長
寿
命
化
計
画

を
策
定
し
て
更
生
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。現
在
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
更
生
工
法
が

実
用
化
さ
れ
て
お
り
、昨
年
、品
質
確
保
や
信
頼
性
向
上
な
ど
の
た
め
日
本
工
業
規
格

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

特集２

 
 

 

管路施設に起因した道路陥没件数の推移

ライフサイクルコスト低減のイメージ

EX工法による管更生工事のようす

管路施設の年度別管理延長
（平成25年末まで）

機能停止または事故発生

基準値

使用限界値

長寿命化
対策

長寿命化
対策

長寿命化を考慮した計画的な改築
従来の改築

健
全
度

1
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費
用

費
用

従来の改築のイメージ

計画的な改築従来の改築

長寿命化
対策

改築費
（更新）

長寿命化
対策

改築費
（更新）

改築費
（更新）

コストの
削減
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4 5
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3

計画的な改築のイメージ
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2
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出展：国土交通省HP「計画的な改築・維持管理」より

出展：国土交通省HP「計画的な改築・維持管理」より

出展：国土交通省HP「計画的な改築・維持管理」より
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下水道管路の長寿命化計画により将来の暮らしを守る

EX工法（口径200～６００）

ダンビー工法（口径800～30００）

EXパイプの挿入 更生後の管路内

製管 更生後の管路内

さ
ら
に
国
土
交
通
省
は
、平
成
23
年
に「
下
水

道
施
設
の
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
に
関

す
る
手
引
き（
案
）」を
策
定
し
ま
し
た
。ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、ス
ト
ッ
ク（
施
設
）を

管
理
す
る
と
い
う
こ
と
で
、①
管
理
の
目
標（
各

自
治
体
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
将
来
計
画
）を
定
め
て
、

②
優
先
順
位
の
設
定
を
行
い
、③
長
・
短
期
的

な
点
検
・
調
査
計
画
の
策
定
お
よ
び
改
築
・
修

繕
計
画
を
立
て
、計
画
の
実
行
、評
価
、見
直
し

（
P
D
C
A
）を
継
続
的
に
行
う
管
理
方
法
で
す
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
施
設
情
報
シ
ス
テ
ム
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
に
記
録
し
て
い
く
こ
と
で
、効
率

的
に
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特集２

管
更
生
工
法
の
J
I
S
規
格
化

現
在
、管
路
の
長
寿
命
化
を
目
的
と
し
た
非

開
削
の
管
更
生
技
術
が
多
数
発
表
さ
れ
て
お

り
、こ
れ
ら
更
生
工
法
の
適
切
な
発
注
や
施
工

管
理
を
行
う
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
り
が
、

関
連
機
関
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。近
年
で
は
、

平
成
23
年
に「
管
き
ょ
更
生
工
法
に
お
け
る
設

計
・
施
工
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
案
）」が（
公
社
）日

本
下
水
道
協
会
に
よ
っ
て
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、管
き
ょ
更
生
工
法

の
要
求
性
能
、調
査
方
法
、設
計
方
法
、施
工
・

品
質
管
理
、今
後
の
課
題
な
ど
幅
広
い
解
説
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
平
成
26
年
7
月
25
日
、上
記
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
続
い
て「
J
I
S 

A 

7
5
1
1

下
水
道
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
管
き
ょ
更
生
工
法
」

が
、日
本
工
業
規
格
と
し
て
制
定
・
発
行
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
規
格
は
、管
き
ょ
更
生
工
法
の

品
質
確
保
、技
術
や
信
頼
性
の
向
上
を
目
的
と

し
、I
S
O
‐
1
1
2
9
6
規
格
群
を
基
に
作

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

更
生
工
法
の
分
類
に
こ
れ
ま
で
の
構
造
形

式
、工
法
に
よ
る
分
類
に
加
え
て「
施
工
形
式
」

に
よ
る
分
類
が
加
わ
り
ま
し
た
。構
成
は
、本

文
と
付
属
書
に
分
か
れ
、規
格
本
文
に
は
各
工

法
に
共
通
す
る
結
論
部
分
を
記
載
し
、付
属
書

に
は
工
法
ご
と
の
規
定
が
必
要
な
具
体
的
な

要
求
事
項
、試
験
方
法
、設
計
手
法
等
が
ま
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、こ
の
J
I
S
規
格
が
最
上
位
規
格

と
な
り
、各
工
法

で
試
験
項
目
な
ど

の
見
直
し
が
必
要

と
な
り
、ま
た
上

記
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
見
直
し
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

小
口
径
管
路
用
の「
E
X
工
法
」と

中
・
大
口
径
用
の「
ダ
ン
ビ
ー
工
法
」

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
、小
口
径
管
路
用
の
更

生
工
法
に「
E
X
工
法
」、中
・
大
口
径
管
路
用

の
更
新
工
事
に「
ダ
ン
ビ
ー
工
法
」の
そ
れ
ぞ

れ
に
更
生
部
材
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

E
X
工
法
は
、工
場
で
生
産
し
た
硬
質
ポ
リ

塩
化
ビ
ニ
ル
製
の
E
X
パ
イ
プ
を
既
設
管
に

挿
入
し
、蒸
気
と
エ
ア
ー
で
円
形
に
復
元
、拡

径
、密
着
さ
せ
る
こ
と
で
、既
設
管
内
に
新
た

な
管
路
を
形
成
す
る
工
法
で
す
。

ま
た
、 

ダ
ン
ビ
ー
工
法
は
、硬
質
ポ
リ
塩
化

ビ
ニ
ル
製
の
帯
板
状
部
材
を
既
設
管
き
ょ
の

内
側
に
ら
せ
ん
状
に
巻
き
立
て
、嵌
合
部
材
で

嵌
合
し
て
、隙
間
に
充
填
材
を
注
入
す
る
こ
と

で
既
設
管
と
一
体
化
し
た
複
合
管
を
形
成
す

る
工
法
で
す
。

E
X
工
法
並
び
に
ダ
ン
ビ
ー
工
法
で
使
用

さ
れ
る
部
材
は
、（
公
社
）日
本
下
水
道
協
会
か

ら
認
定
を
受
け
た
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
工
場

で
製
造
さ
れ
、Ⅱ
類
資
器
材
登
録
品
で
す
の
で

安
心
し
て
ご
採
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ストックマネジメントを踏まえた長寿命化計画の策定

出展：ストックマネジメント手法を踏まえた下水道長寿命化計画策定に関する手引き（案）
 （国土交通省水管理・国土保全局下水道部）より

更生工法の分類 JIS A 7511に基づく分類です。

施工形式による分類 工法による分類

密着管による更生工法
（クローズドフィット）

形成工法
熱形成タイプ

現場硬化管による更生工法
（シー・アイ・ピー・ピー）

反転・形成工法
熱・光硬化タイプ

連続管、不連続管による
更生工法

さや管工法等

ホース内張管による
更生工法

法工管製

法工生更るよに管立組

自立管

自立管

二層構造管

自立管

複合管

自立管

複合管

自立管

構造形式による分類

ら旋巻管による更生工法

製管工法

二層構造管

・上位計画
・関連計画
・サービス水準
・予算等

※１ 短期改築・修繕計画のうち、短期改築計画が長寿命化計画に該当する。

PP

A

D

CC

標目標の設定

実 施

評 価

スクの検討
（優先順位の設定等）

リスクの検討
（優先順位の設定等）

検・調 画 策点検・調査計画の策定 改 繕 定改築・修繕計画の策定

長期 点検・調査計画長期 点検・調査計画

短期 点検・調査計画短期 点検・調査計画

長期 改築・修繕計画長期 改築・修繕計画

短期 改築※・修繕計画短期 改築※1・修繕計画

長寿命化計画

情

ム

施
設
情
報
シ
ス
テ
ム

見
直
し

1 2

3 3



E X 工 法

施工現場
レポート

神奈川県小田原市

PAL/Vol.174 9

  

小田原駅前の老朽化した下水道管路を
更新するEX工法

小田原駅前の老朽化した下水道管路を
更新するEX工法

下
水
道
長
寿
命
化
支
援
制
度

我
が
国
の
下
水
道
普
及
率
は
、

平
成
25
年
末
に
は
77
％（
人
口
普

及
率
）に
達
し
、管
路
延
長
は
約
46

万
㎞
、処
理
場
数
は
約
2
，2
0
0

箇
所
を
上
回
る
。下
水
道
施
設
が

増
大
す
る
一
方
で
、管
路
の
老
朽
化

に
よ
る
問
題
も
増
加
し
て
い
る
。

道
路
の
陥
没
や
漏
水
に
よ
る
地
下

水
や
土
壌
の
汚
染
な
ど
の
問
題
で

あ
る
。こ
の
た
め
国
土
交
通
省
は
、昭
和
40
年
か

ら
平
成
10
年
代
に
集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
施
設

が
老
朽
化
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、「
下
水
道
長

寿
命
化
支
援
制
度
」を
平
成
20
年
度
に
創
設
し

た
。こ
れ
に
よ
り
、下
水
道
管
路
の
更
新
工
事
が

補
助
対
象
に
な
り
、各
自
治
体
で
更
新
工
事
が

や
り
や
す
く
な
っ
た
。

E
X
工
法
に
よ
る
試
験
施
工

神
奈
川
県
小
田
原
市
も
こ
の
制
度
を
利
用
し

て
、老
朽
化
し
た
下
水
道
管
路
の
更
新
工
事
を

進
め
る
自
治
体
の
一つ
で
あ
る
。同
市
に
お
い
て

も
、布
設
後
50
年
を
向
か
え
る
管
路
が
年
々
増

加
し
、平
成
40
年
に
は
約
1
4
0
㎞
に
達
す
る
と

想
定
さ
れ
て
い
る
。こ
の
た
め
、同
市
は
5
ヵ
年
の

下
水
道
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、平
成
25
年

に
支
援
制
度
の
認
可
を
受
け
た
。現
在
、更
新
工

事
を
本
格
化
さ
せ
て
い
る
。

小
田
原
市
の
中
で
も
と
く
に
老
朽
化
し
た
下

水
道
管
路
が
多
い
の
が
小
田
原
駅
周
辺
で
、ほ
ぼ

毎
日
ど
こ
か
で
更
新
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。そ

ん
な
駅
周
辺
で
今
回
、試
験
施
工
と
し
て
採
用
さ

れ
た
の
が
、小
口
径
の
非
開
削
更
生
工
法
と
し
て

定
評
の
あ
る
E
X
工
法
。施
工
現
場
は
、駅
前
か

ら
小
田
原
城
へ
通
じ
る「
お
城
通
り
」で
、日
中
は

交
通
量
も
多
い
商
業
地
区
で
あ
る
。布
設
か
ら
47

年
が
経
過
し
た
陶
管（
口
径
2
5
0
）に
よ
る
約

34
m
の
管
路
が
更
新
対
象
と
な
っ
た
。

同
市
の
下
水
道
を
管
理
す
る
小
田
原
市
下
水

道
部
、下
水
道
整
備
課
の
星
崎
朗
さ
ん
は
、E
X

工
法
に
つ
い
て
、「
塩
ビ
は
耐
久
性
な
ど
の
材
料
特

性
が
優
れ
て
い
る
こ
と
は
、よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
の
塩
ビ
を
使
っ
て
マ
ン
ホ
ー
ル
間
の
ワ
ン
ス

パ
ン
を
シ
ー
ム
レ
ス
で
更
生
で
き
る
の
は
大
き
な

魅
力
。工
事
後
の
長
期
に
渡
る
性
能
維
持
が
期
待

で
き
る
の
で
は
な
い
か
」と
感
想
を
語
っ
た
。

工
事
は
商
業
地
を
考
慮
し
て
、22
時
か
ら
翌
朝

5
時
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。工
事
車

両
が
ス
タ
ン
バ
イ
す
る
と
、パ
イ
プ
ウ
ォ
ー
マ
ー
車

の
中
で
E
X
パ
イ
プ（
自
立
管
タ
イ
プ
）の
加
熱
が

始
ま
る
。高
圧
洗
浄
機
で
既
設
管
内
の
清
掃
を
終

え
る
と
、E
X
パ
イ
プ
の
挿
入
を
し
や
す
く
す
る
た

め
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ス
リ
ッ
プ
シ
ー
ト
が
管
内

に
引
き
込
ま
れ
た
。約
73
℃
以
上
に
加
熱
さ
れ
柔
ら

か
く
な
っ
た
E
X
パ
イ
プ
は
、挿
入
側
の
マ
ン
ホ
ー

ル
か
ら
到
達
側
の
ウ
イ
ン
チ
で
管
内
に
引
き
込
ま

れ
た
。挿
入
が
終
了
す
る
と
、両
端
を
閉
じ
、蒸
気

で
E
X
パ
イ
プ
を
加
熱
膨
張
さ
せ
、既
設
管
内
に
密

着
さ
せ
た
。管
内
を
冷
却
し
た
後
、取
付
け
管
の
穿

孔
や
管
端
の
処
理
が
行
わ
れ
て
工
事
は
終
了
し
た
。

滑
ら
か
な
管
内
面
に
甦
る

施
工
を
担
当
し
た
の
は
、E
X
工
法
に
よ
る
更

生
工
事
で
長
年
の
実
績
が
あ
る
株
式
会
社
大
阪

防
水
建
設
社
。工
事
を
指
揮
す
る
同
社
、東
京
支

店
P
M
工
事
部
の
栗
山
浩
司
さ
ん
は
、「
曲
が
り

部
や
パ
イ
プ
の
継
ぎ
目
の
段
差
部
な
ど
で
し
わ
が

発
生
し
に
く
く
、仕
上
が
り
が
す
ご
く
滑
ら
か
で

あ
る
」と
E
X
工
法
の
長
所
に
つ
い
て
語
っ
た
。そ

の
言
葉
の
通
り
、工
事
終
了
後
、撮
影
さ
れ
た
映

像
を
確
認
す
る
と
管
内
面
は
非
常
に
滑
ら
か
で
、

ま
さ
に
新
管
の
ご
と
く
甦
っ
て
い
た
。

今
回
、小
田
原
市
で
初
め
て
の
E
X
工
法
に
よ

る
更
新
工
事
と
い
う
こ
と
で
、工
事
に
合
わ
せ
て

E
X
工
法
の
見
学
会
が
行
わ
れ
た
。深
夜
の
工
事

に
も
関
わ
ら
ず
、多
く
の
職
員
が
参
加
さ
れ
、工

事
を
間
近
で
見
学
さ
れ
た
。こ
の
試
験
施
工
後
も
、

す
で
に
別
の
更
新
工
事
で
E
X
工
法
の
採
用
が

決
ま
っ
て
お
り
、今
後
益
々
E
X
工
法
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
。

  

EXパイプの挿入 滑材を塗布しながらマンホールへ挿入していく。

◀施工現場となった
駅前の「お城通り」。

Ⓐ挿入側、Ⓑ到達側

 

●Ⓐ

●Ⓑ
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小田原市下水道部
下水道整備課
星崎 朗さん

株式会社大阪防水建設社
東京支店 PM工事部
栗山  浩司さん

パイプ
ウォーマー車

ウインチ

EXパイプ

養生
ユニット車

EX  METH0D

挿入側 到達側

既設管

EX工法概念図

3
2

1

製品案内

連続パイプを生み出す小口径管路の非開削更生工法
下水道管として50年以上の使用実績のある硬質ポリ塩化ビニル製

●優れた耐食性、耐摩耗性
●新設管同様の耐震性
●未硬化のない安定した品質

❶挿入側

❷到達側 ❸パイプウォーマー車

ウインチでEXパイプを引き上げ

EXパイプの滑りをよくするスリップシートの挿入

老朽化したφ250の陶管

EXパイプで甦った滑らかな管路

工事現場見学会には、小田原市職員が多数
参加された。 

拡径のため蒸気で加熱

蒸気でEXパイプを約73℃以上に加熱

施工前

施工後

EX工法EX工法EX工法EX工法 （公社）日本下水道協会Ⅱ類資器材登録品
呼び径

200～600

蒸気で管路を形成パイプの挿入

復元
拡径
密着

既設管

ＥＸパイプ

EXパイプ
耐久性・安全性に優れた
硬質ポリ塩化ビニル製

既設管
鉄筋コンクリート管、
陶管、鋳鉄管、鋼管

構造図

●臭気の発生、火災の心配がない
●端材はリサイクル可能
●加熱・拡径・冷却のスピード施工

特 長

※詳細は弊社カタログをご参照ください。
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震災に備え、戸建て住宅に採用された
「貯めてるゾー」床下設置用

震災に備え、戸建て住宅に採用された
「貯めてるゾー」床下設置用

家
族
の
安
心
を
支
え
る

「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
以

降
、全
国
で
活
発
な
火
山
活
動
が

報
告
が
さ
れ
、巨
大
地
震
の
不
安
も

高
ま
っ
て
い
る
。元
々
日
本
は
、世

界
有
数
の
地
震
国
で
あ
り
、世
界
の

面
積
の
わ
ず
か
0
・
28
％
を
占
め

る
日
本
で
、世
界
の
地
震
の
約
10
％

が
発
生
し
て
い
る
。

地
震
被
害
の
影
響
を
最
小
限
に

す
る
た
め
、政
府
を
は
じ
め
、各
自

治
体
で
は
、住
民
に
対
し
て
震
災
へ

の
備
え
と
し
て
、食
料
品
や
飲
料
水

の
備
蓄
を
勧
め
て
い
る
。と
く
に
飲

料
水
は
、1
人
1
日
3
リ
ッ
ト
ル
、

応
急
給
水
が
行
き
わ
た
る
ま
で
の

3
日
分
の
備
蓄
を
推
奨
し
て
い
る
。

個
人
で
行
え
る
飲
料
水
の
備
蓄

は
、ポ
リ
タ
ン
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
よ
る
方
法
が
一
般
的
で
あ
る
が
、

保
管
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
な
上
、衛
生

性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、定
期
的
な
水
の
入
れ
替
え

や
買
い
替
え
が
必
要
で
あ
る
。防
災
意
識
が
あ
っ
て
も
煩

わ
し
さ
が
先
行
し
て
、継
続
し
て
備
蓄
す
る
こ
と
は
難
し

い
の
が
実
情
で
あ
る
。

そ
ん
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
、

天
井
裏
に
設
置
で
き
る
貯
水
機
能
付
防
災
ヘ
ッ
ダ
ー「
貯

め
て
る
ゾ
ー
」を
開
発
、販
売
し
て
い
る
。「
貯
め
て
る
ゾ

ー
」は
、日
常
の
水
道
使
用
で
水
を
入
れ
換
え
な
が
ら
飲

料
水
を
備
蓄
し
、断
水
に
な
る
と
設
定
し
た
給
水
栓
か

ら
18
L
ま
た
は
36
L
の
飲
料
水
を
取
り
出
せ
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。本
誌
で
も
東
北
の
復
興
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン

で
の
採
用
事
例
を
紹
介
し
て
き
た
。

そ
し
て
、新
た
に
開
発
さ
れ
た
の
が
、床
下
設
置
用
の

「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」。天
井
裏
に
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
な
い

ケ
ー
ス
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
際
に
設
置
し
や
す
く
な
る
の
が

特
長
で
あ
る
。そ
ん
な
新
製
品
を
早
速
採
用
す
る
現
場

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、静
岡
県
三
島
市
郊
外
に
あ
る
戸

建
て
住
宅
の
新
築
現
場
を
取
材
し
た
。

ス
ピ
ー
ド
施
工
が
可
能
な「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」

本
戸
建
て
住
宅
は
、傾
斜
地
に
あ
り
床
下
に
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
た
め
、床
下
設
置
用
の
採
用
と
な
っ
た
。本
製
品
を

2
台
使
用
し
、５
人
家
族
で
36
L
の
飲
料
水
を
備
蓄
し
て

災
害
に
備
え
る
。

「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」の
施
工
は
、基
礎
の
上
で「
貯
め
て
る

ゾ
ー
」本
体
に
、ク
イ
ッ
ク
フ
ァ
ス
ナ
ー
対
応
継
手
や
支
持

金
具
な
ど
の
付
属
品
を
取
付
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

付
属
品
の
取
付
け
が
終
わ
る
と
、設
置
場
所
の一つ
で
あ
る

キ
ッ
チ
ン
の
位
置
に「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」が
運
ば
れ
た
。本

体
重
量
が
約
15
㎏
と
軽
量
で
あ
る
た
め
、一
人
で
持
ち
運

ぶ
の
も
簡
単
で
あ
る
。配
管
図
面
か
ら
設
置
位
置
を
決
め

る
と
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
ビ
ス
で
４
点
の
支
持
金
具
を
固
定

し
、設
置
が
完
了
し
た
。

次
に
行
わ
れ
た
の
が
、給
水
管（
保
護
材
付
き
ポ
リ
ブ

テ
ン
パ
イ
プ
）の
接
続
。「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」の
一
番
上
の
給

水
口
に
は
ト
イ
レ
手
洗
い
用
の
給
水
管
、分
岐
に
は
専
用

加
圧
口（
壁
コ
ン
セ
ン
ト
）へ
の
フ
ッ
ト
ポ
ン
プ
加
圧
用
の

配
管
、真
ん
中
の
給
水
口
に
は
一
次
側（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
）か
ら
の
給
水
管
、一
番
下
の
給
水
口
に
は
キ
ッ
チ
ン（
非

常
兼
用
給
水
栓
）へ
の
給
水
管
が
接
続
さ
れ
た
。保
護
材

の
先
端
部
を
切
っ
て
、各
ク
イ
ッ
ク
フ
ァ
ス
ナ
ー
対
応
継
手

に
差
込
む
だ
け
で
あ
る
か
ら
、施
工
は
非
常
に
早
い
。

そ
の
後
、も
う
一
台
の「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」が
洗
面
室
の

位
置
に
設
置
さ
れ
、「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」の
一
番
上
の
給
水

 

「貯めてるゾー」設置概略図

キッチン下の「貯めてるゾー」設置状態
各給水口には下記のような給水管が接続
●①トイレ手洗い ●②専用加圧口（壁コンセント） ●③一次側（メーターボックス） ●④キッチン（非常兼用給水栓）

キッチン

ダイニング
納戸

和

リビング

ホール

トイレ

洗面室

浴室

洗濯機

洗面
（非常兼用給水栓） トイレ

手洗い

貯めてるゾー

貯めてるゾー

一次側（メーターボックス）へ専用加圧口（壁コンセント）

キッチン（非常兼用給水栓）
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口
に
は
洗
濯
機（
フ
ッ
ト
ポ
ン
プ
加
圧
口
兼
用
）、真
ん
中

に
は
一
次
側（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
）、一
番
下
に
は
洗
面（
非

常
兼
用
給
水
栓
）へ
の
各
給
水
管
が
接
続
さ
れ
た
。初
め
て

の
施
工
な
が
ら
、2
台
の
設
置
に
要
し
た
時
間
は
わ
ず
か

2
時
間
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
施
工
で
あ
っ
た
。

フ
ッ
ト
ポ
ン
プ
を
接
続
し
て
取
水

「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」床
下
設
置
用
の
取
水
の
し
か
た
は

２
通
り
あ
り
、一つ
は
洗
濯
機
用
給
水
栓（
寒
冷
地
用
）に
フ

ッ
ト
ポ
ン
プ
を
接
続・加
圧
し
て
、洗
面
等
の
非
常
兼
用
給

水
栓
を
開
栓
し
て
水
を
取
り
出
す
方
法
。も
う
一つ
は
、専

用
加
圧
口
を
壁
に
設
置
し
、こ
の
専
用
加
圧
口
に
フ
ッ
ト

ポ
ン
プ
を
接
続・加
圧
し
て
、キ
ッ
チ
ン
等
の
非
常
兼
用
給

水
栓
を
開
栓
し
て
水
を
取
り
出
す
方
法
で
あ
る
。本
戸
建

て
住
宅
で
は
、２
通
り
の
取
水
方
法
を
採
用
す
る
予
定
だ
。

施
工
現
場
と
な
っ
た
静
岡
県
三
島
市
は
、伊
豆
半
島
の

付
け
根
に
あ
る
東
海
地
方
の
東
端
の
町
で
あ
り
、長
年
、

東
海
地
震
に
対
す
る
備
え
が
叫
ば
れ
て
き
た
地
域
で
あ

る
。今
回「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」を
設
置
し
た
こ
と
で
、災
害

発
生
時
、応
急
給
水
が
行
き
わ
た
る
ま
で
の
飲
料
水
の
心

配
が
解
消
し
た
。

製品案内  貯水機能付防災ヘッダー「貯めてるゾー」床下設置用

   

取水方法１

取水方法2

洗面室下の「貯めてるゾー」設置状態

軽量で持ち運びが楽な「貯めてるゾー」 コンクリートビスでの支持金具の固定付属品の取付け

「貯めてるゾー床下設置用」の特長

●常に新しい水道水を備蓄
各種水栓を使用するたびに、貯水部の複数
箇所から水道水が取り出されるため、貯水
部には常に新しい水道水が備蓄されます。

●備蓄水はフットポンプで取り出し
断水の時には、洗濯水栓（または専用加圧口）
にフットポンプおよびホースを接続・加圧し、非
常用に設定された水栓を開くことで、備蓄され
た水を取り出すことができます。

●特別なメンテナンスは不要

■キッチン、浴槽等のリフォーム時に ■天井の設置スペース確保が困難なときに

給水管の接合
差込むだけで接合ができるJワン
クイック２継手を使用

給水管の給水口への接続
クイックファスナー対応継手に差込むだけ

フットポンプに
よる加圧

一次側
断水

専用加圧口
非常兼用給水栓（洗面等）

空気

洗濯機用給水栓
（寒冷地用）

専用ホース

一次側
断水

非常兼用給水栓（洗面等）

空気フットポンプに
よる加圧

洗濯機給水栓（寒冷地用）

フットポンプを接続

非常兼用
給水栓が
洗面の場合

メーター
ボックス
から

天井設置用に加えて、床下設置用をラインナップ

●最大18Ｌの水道水を備蓄

9本分×
ペットボトル2ℓ

非常時

保温筒なし

保温筒付

フットポンプ

支持金具

今夏、発売予
定
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砕石基礎

リブパイプ

管が浮き
上がらない

手押しポンプ

狭い場所にも

曲がった場所でも

管材は
φ150

本管にリブパイプ、埋め戻しに
砕石基礎が使用可能で、液状
化に強い管路を形成します。

洗浄水を定期的に流すこ
とにより、臭いの発生も少
なく衛生的です。

本管にφ150を採用しており、
少ない洗浄水で汚物を流下さ
せることができます。

曲がった場所にも狭い場所にも設置
が可能で、浅埋でも盛り土不要です。

管材がφ150と小口径のため、大口径管路と比較
して経済的です。

1.機械強度が高く、軽量
2.優れた耐食性
3.防水処理が不要
4.即日復旧が可能
5.「流下」と「貯留」が選択可能

1.耐震性 2.衛生的 3.節水型

5.経済的

4.コンパクト配管

 

地上からの操作によって蓋を解放し、し尿と洗浄水を貯留します
（約3日間）。

■下水道本管が被災している可能性があるとき
バキューム車の遅延等により貯留槽が一杯になって
も、し尿と洗浄水はオーバーフローしながら下水道に
流出するのでトイレを使用し続けることができます。

【モデル例】Ⅱ型貯留槽使用、トイレ5基、避難人口５００人

洗浄方法：トイレ使用者が使用後手押しポンプを２回押し、
洗浄水を貯め、約 80Ｌ貯まった時点で水門を開放し、
洗浄水を流します。 汚水はレジンコンクリート貯留槽の管路を通って

公共ますへと流れます。

■下水道本管が被災していないことが明らかなとき

汚水

汚水 汚水

汚水

汚水

※： 総務省の仮設トイレにおけるし尿排出量1.2ℓを採用。

汚水汚水

汚 水 量
1.2ℓ※×500人×3日間＝1,800ℓ
洗 浄 量
80ℓ×8回×3日間＝1,920ℓ
必要貯留量
1,800ℓ＋1,920ℓ＝3,720ℓ

Ⅱ型（貯留量：3.9㎥）

■災害用トイレ配管システムの特長

■レジンコンクリート製貯留槽の特長

  

3. システム特長3. システム特長

  

4. システムの運用例4. システムの運用例

手押しポンプ使用者

水門

プールや井戸水

洗浄ユニット
貯水槽



PAL/Vol.17414

※貯留量は、災害トイレ管路の管底部までの体積です。

  Ⅰ型
Ⅱ型
Ⅲ型

幅

高
さ

長さ

型式

1100×1900×1760
1400×2400×1765
1530×3330×2305

外形寸法
（幅×長さ×高さ）〔mm〕

約2600
約3560
約6370

重量
〔kg〕

2.3
3.9
7.7

貯留量
〔m3〕

３基
5基

10基

災害用
トイレ

300
500

1000

想定避難者数
〔人〕

新製品紹介

災害用トイレ配管システム 下水道直結貯留型
衛生的、経済的、コンパクトな貯留型に３日間の貯留機能をプラス
クボタシーアイは、下水道本管に直結する「直結型」に加えて新たに汚水を３日間貯留できる「貯留型」を
開発しました。これによって万一、下水道本管が被災しても災害用トイレ（マンホールトイレ）が使用できます。

公共ます

洗浄ユニット貯水槽

リブゴム可とう
マンホール継手

（拡径型）

リブ付き小型マンホール

鋳鉄製トイレ蓋
和洋兼用（T-14）

勾配18‰

リブパイプφ150

注：貯留方法等については、
 別途ご相談ください。

レジンコンクリート製貯留槽

※型式によって形状が異なります。

下水道直結貯留型 3日間の貯留に対応

下水道直結型 東日本大震災で使用実績

 

1. システム構成1. システム構成

  

2. レジンコンクリート製貯留槽2. レジンコンクリート製貯留槽
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展示会出展のお知らせ  

●昨年の下水道展'14大阪のようす

①開催期間 平成27年7月28日（火）～30日（木）
10：00～17：00

②会 場 東京ビッグサイト
東展示棟 東4ホール
東京都江東区有明3-10-1 

③弊社ブース 小間番号B-68

①開催期間 平成27年9月10日（木）～12日（土）
10：00～17：00
※最終日 10:00～16:00 

②会 場 インテックス大阪 4号館
大阪市住之江区南港北1-5-102  

③弊社ブース 小間番号未定

④出展予定製品 建築設備用ポリエチレンパイプ／延焼防止機能付受け口付き直管＜カンペイ君＞／
タフカラーHTパイプ／貯留機能付防災ヘッダー「貯めてるゾー床下置き」NEW／
排水合流継手「KCユカマス」＆シロアリ対策用基礎貫通継手「KC防蟻貫通パック」など

2下水道展‘15東京

3第47回管工機材・設備総合展（東京） 4第17回管工機材・設備総合展（大阪）

①開 催 期 間 平成27年7月28日（火）～31日（金）4日間 10：00～17：00
※初日 10:30～17:00、最終日 10:00～16:00 

②会   場 東京ビッグサイト 東展示棟 東1・2・3ホール
東京都江東区有明3-10-1

③弊社ブース 小間番号3-212（クボタグループブース）

④出展予定製品 災害用トイレ配管システム下水道直結型／貯留型、管路更生工法、
合流式下水道用内副管継手＜スマートキャッチ＞

  

災害用トイレ配管システムクボタシーアイ展示コーナー

●昨年の管工機材・設備総合展（東京）のようす

クボタシーアイブース 建築設備用ポリエチレンパイプ 貯水機能付防災ヘッダー「貯めてるゾー18Ｌ」

合流式下水道用内副管継手＜スマートキャッチ＞

KCニュースKCニュースKCニュース
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展示会出展のお知らせ

「ENEX/Smart Energy Japan」出展のご報告

多くの来場を集めたクボタシーアイブース

地中熱交換用配管システム「GEOGRA®」
放射冷暖房用システムの

「放射空調システム体験コーナー」

グリッドシステム天井設置型の
「メタルパネル」

Uチューブ

 

  

  

1第１回無電柱化推進展

   

  

①開 催 期 間 平成27年7月22日（水）～24日（金）
10：00～17：00

②会   場 東京ビッグサイト 東展示棟 東１ホール
東京都江東区有明3-10-1

③弊社ブース 小間番号1J-23

④出展予定製品 共用FA方式各種通信ケーブル保護管
ケーブル直接埋設向け防護板

無電柱化推進に向けた電気設備、共同溝設備、掘削機械、省エネ技術に特化した展示会。

●出展予定製品

平成 27 年 1 月 28 日～30 日、東京ビッグサイトにおい
て「ENEX/Smart Energy Japan」が開 催されました。
ENEX/Smart Energy Japan は、省エネ技術を促進する
ため、工場、ビル・オフィス、住宅向けの省エネルギー技術、
機器、設備、サービス、ソリューションを網羅した展示会です。

クボタシーアイは本展示会に初出展し、放射冷暖房用シス
テム「b!klimax」並びに地 中 熱 交 換 用 配 管システム

「GEOGRA®」を展示しました。
放射冷暖房用システムは、放射天井パネルに冷温水を流し

て室内の温度調節を行なう空調方式です。常温に近い熱源
水（夏季 16～20℃、冬季 30～34℃）を使用するため、従
来のエアコンよりエネルギーを節約できます。また、風を使っ
た「対流」ではなく「放射」の原理で温度調節を行うので、体に
優しいのも特長です。

展示ブースには、グリッドシステム天井設置型の「メタルパネル」に温水を流すことで、実際の暖かさが体感できるコーナーを
設置し、多くの来場者に放射冷暖房の良さを実感していただきました。

一方、地中熱交換用配管システム「GEOGRA®」は、太陽光や風力とともに再生可能エネルギーとして注目される地中熱を利用
するための配管システムです。地下 50～100m の井戸を掘り、U チューブ（ポリエチレンパイプ）を埋設して水を循環させ、冬季
には温水、夏季には冷水を利用し、空調やロードヒーティングに利用します。また、この地中熱交換用配管システムを放射冷暖房用
システムと併用することで、さらに省エネ効果が高まることから来場者の注目を集めました。

夏からのさまざまな展示会に、クボタシーアイの幅広い製品を展示いたします。
是非、ご来場いただきますようお願いします。

ボディーVP

さや管

ボルト固定式ロータス管

初出展初出展

初出初出展
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に
っ
ぽ
ん
探
訪   

長
崎
県
・
長
崎
市

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
光
が
輝
く
教
会
の
街
を
歩
く

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
光
が
輝
く
教
会
の
街
を
歩
く

調
査
を
受
け
、来
年
６
月
下
旬
ご
ろ
の
世
界
遺

産
委
員
会
で
登
録
の
可
否
が
決
ま
る
見
通
し
だ
。

登
録
に
向
け
て
29
の
構
成
資
産
か
ら
長
崎
県

内
の
13
の
教
会（
史
跡
）と
熊
本
の
１
集
落
に
整

理
さ
れ
た
。長
崎
市
内
に
は
３
つ
の
教
会
と
関
連

施
設
が
あ
り
、市
内
中
心
部
の
大
浦
天
主
堂
は

現
存
す
る
国
内
最
古
の
教
会
と
し
て
異
彩
を
放

っ
て
い
る
。正
式
名
称
の「
日
本
二
十
六
聖
殉
教

者
天
主
堂
」は
、慶
長
2
年（
1
5
9
7
）に
西

坂
の
丘
で
殉
教
し
た
26
人
の
聖
人
に
捧
げ
ら
れ

た
こ
と
に
由
来
し
、元
治
元
年（
1
8
6
4
）フ
ラ

ン
ス
人
神
父
プ
チ
ジ
ャ
ン
に
よ
っ
て
完
成
し
た
。

完
成
し
た
当
時
、キ
リ
ス
ト
教
は
ま
だ
二
百
五
十

年
以
上
続
い
た
禁
教
の
時
代
で
、表
立
っ
た
信
仰
は

許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。信
徒
に
と
っ
て
非
常
に
厳
し

い
こ
の
時
代
に
プ
チ
ジ
ャ
ン
神
父
は
、浦
上
か
ら
や
っ

て
き
た
10
名
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
と
天
主
堂
の
前
で

出
会
う
の
で
あ
る
。神
父
も
教
会
も
な
い
状
態
で

二
百
五
十
年
以
上
も
の
間
、信
仰
を
守
り
続
け
て

き
た
こ
と
は
、宗
教
上
類
を
見
な
い
出
来
事
で
、

「
信
徒
発
見
」と
し
て
今
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
歴
史
的
な
舞
台
と
な
っ
た
大
浦
天
主

堂
に
朝
早
く
訪
れ
た
。教
会
の
正
面
を
見
な
が
ら

階
段
を
上
が
る
と
、入
り
口
の
白
い
マ
リ
ア
像
が

見
学
者
を
迎
え
る
。こ
の
マ
リ
ア
像
は
、フ
ラ
ン
ス

か
ら
送
ら
れ
、「
信
徒
発
見
」か
ら
約
2
年
3
カ

月
後
、こ
の
奇
跡
的
な
出
来
事
を
記
念
し
て
天

主
堂
の
門
前
に
設
置
さ
れ
た
。

天
主
堂
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、色
鮮
や

か
な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
目
を
奪
わ
れ
る
。側
廊
の

窓
は
、緑
、青
、黄
、赤
の
日
本
製
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
で
飾
ら
れ
、朝
の
陽
ざ
し
に
照
ら
し
だ
さ
れ
る

柔
ら
か
な
光
が
こ
の
う
え
な
く
美
し
い
。ま
た
、正

面
祭
壇
奥
に
掲
げ
ら
れ
た「
十
字
架
の
キ
リ
ス

ト
」像
は
、フ
ラ
ン
ス
、マ
ン
市
の
カ
ル
メ
ル
修
道
院

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、西
洋
と
日
本
の
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
が
見
事
に
調
和
し
て
い
る
。

ド・ロ
神
父
が
築
こ
う
と
し
た
理
想
郷

長
崎
市
の
中
心
部
か
ら
国
道
2
0
2
号
線
を

30
㎞
ほ
ど
北
に
走
る
と
長
崎
市
西
出
津
町
が
あ

る
。こ
の
辺
り
は
古
く
か
ら
外そ

と

海め

と
呼
ば
れ
、町
の

 

天
文
17
年（
1
5
4
9
）ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
フ
ラ
ン

シ
ス
コ・
ザ
ビ
エ
ル
が
来
日
し
、翌
年
、平
戸
で
キ
リ
ス
ト

教
の
布
教
活
動
を
始
め
た
。キ
リ
ス
ト
教
は
戦
国
大
名
ら

に
も
広
が
り
、そ
の
一
人
で
あ
る
大
村
純
忠
が
、南
蛮
貿

易
港
と
し
て
開
港
し
た
長
崎
に
は
、教
会
が
立
ち
並
び
日

本
の「
小
ロ
ー
マ
」と
も
呼
ば
れ
た
。今
も
街
に
は
多
く
の

教
会
が
あ
り
、異
国
情
緒
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

旧羅典神学校 
国指定重要文化財、世界遺産候補
フランス人ド・ロ神父が自らの設計によ
り、明治8年に建設した司祭養成学校。

旧長崎大司教館 
県指定有形文化財、世界遺産候補
大浦天主堂に先立って建設された初代の司祭館を、
ド・ロ神父の設計で建て替えた司教館。

 

長
崎
の
教
会
群
が
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す

キ
リ
ス
ト
教
伝
来
か
ら
四
百
六
十
年
の
時
を

経
て
文
化
庁
は
、本
年
１
月
に「
長
崎
の
教
会
群

と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」（
長
崎
、熊
本
県
）の

正
式
な
推
薦
書
を
、パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
本
部
に
提

出
し
た
。９
月
に
も
ユ
ネ
ス
コ
諮
問
機
関
の
現
地

 

大浦天主堂
わが国最初期の洋風建築として、昭和8年に国宝に指定。世界遺産候補
長崎県長崎市南山手町5-3 

フランスから贈られた
「日本之聖母」

天主堂内部のステンドグラス

写真提供：長崎の教会群インフォメーションセンター

頭ヶ島天主堂

野崎島の野首・
舟森集落跡

平戸の聖地と集落
（春日集落と安満岳）

平戸の聖地と集落（中江ノ島）

江上天主堂

旧五輪教会堂

田平天主堂

黒島天主堂

佐賀県

熊本県

天草市

長崎市

長崎県西海市

五島市

平戸市
佐世保市

大野教会堂
出津教会堂と関連施設

大浦教会堂と関連施設
日野江城跡

原城跡

天草の崎津集落

長崎の教会群とキリスト教関連遺産
（世界遺産候補）
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西
側
は
角
力
灘
が
広
が
り
、東
側
の
丘
陵
地
帯
に

町
が
広
が
る
。そ
の
丘
陵
地
帯
に
そ
び
え
る
白
亜
の

教
会
堂
が
、フ
ラ
ン
ス
人
神
父
ド・ロ
が
私
財
を
投
じ

て
完
成
さ
せ
た
出し

津つ

教
会
堂
で
あ
る
。

彼
は
大
浦
天
主
堂
か
ら
布
教
活
動
の
た
め
明

治
12
年（
1
8
7
9
）に
外
海
に
派
遣
さ
れ
、ま

ず
信
仰
の
中
心
と
な
る
教
会
の
築
造
に
あ
た
っ

た
。自
ら
が
設
計
を
担
当
し
、私
費
で
材
料
を
調

達
し
、信
者
の
労
働
奉
仕
に
よ
っ
て
明
治
15
年

（
1
8
8
2
）に
こ
の
教
会
堂
を
完
成
さ
せ
た
。

教
会
堂
の
白
い
外
観
は
、煉
瓦
の
上
に
漆
喰
が

塗
ら
れ
て
い
る
た
め
で
、山
の
緑
や
空
の
青
に
よ

く
映
え
る
。軒
高
を
低
く
抑
え
て
い
る
の
は
、海

側
か
ら
吹
き
込
む
風
が
非
常
に
強
い
た
め
で
、風

の
強
さ
は
教
会
堂
内
に
入
る
と
よ
く
分
か
る
。標

準
的
な
三
廊
式
を
採
用
し
た
教
会
堂
の
内
部
を

見
る
と
、天
井
は
フ
ラ
ッ
ト
、柱
も
シ
ン
プ
ル
な
円

柱
で
、余
計
な
装
飾
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。一
方
、白
い

壁
と
天
井
に
木
の
柱
・
梁
が
露
出
し
た
真
壁
風
の

内
装
は
日
本
の
伝
統
建
築
を
思
わ
せ
、こ
の
教
会

堂
も
和
洋
が
見
事
に
融
合
し
て
い
る
。

ド・ロ
神
父
は
明
治
26
年（
1
8
9
3
）、出
津

教
会
堂
か
ら
5
㎞
ほ
ど
北
の
大
野
地
区
に
、大
野

教
会
堂
を
築
造
し
た
。26
戸
の
信
徒
の
た
め
に
出

津
教
会
堂
の
巡
回
教
会
と
し
て
築
造
さ
れ
た
こ
の

教
会
堂
は
、平
屋
建
て
で
、風
が
強
い
立
地
に
対

応
す
る
た
め
マ
カ
ワ（
赤
土
や
石
灰
に
ノ
リ
を
混
ぜ

た
接
着
剤
）で
石
を
固
め
た「
ド
・ロ
壁
」を
北
側

玄
関
前
に
設
け
て
い
る
。屋
根
に
は
瓦
が
葺
か
れ

日
本
風
で
あ
る
が
、独
特
な 

ド・ロ
壁
が
南
仏
の
田

舎
教
会
を
彷
彿
さ
せ
て
い
る
。大
野
教
会
堂
は
現

在
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、年
に
一
度
だ
け
記
念

の
ミ
サ
が
行
わ
れ
て
い
る
。

華
麗
な
手
技
の
至
宝
〜
べ
っ
甲
細
工
〜

16
世
紀
の
末
期
に
な
る
と
多
く
の
南
蛮

渡
来
の
品
々
が
長
崎
の
港
に
持
ち
込
ま
れ

た
。べっ
甲
細
工
も
そ
の一つ
で
あ
り
、長
崎
の

街
に
は
多
く
の
べっ
甲
専
門
店
が
あ
る
。

べ
っ
甲
細
工
は
、タ
イ
マ
イ
亀
の
背
甲
、周

り
の
ツ
メ
、腹
甲
の
３
種
の
甲
羅
を
加
工
し
た

も
の
で
、そ
の
部
位
に
よ
っ
て
、黄
色（
飴
色
）、赤

色
、黒
色
、斑
模
様
な
ど
色
が
異
な
り
、刃
物
で
彫

刻
で
き
る
程
よ
い
硬
さ
の
た
め
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
が

可
能
と
な
る
。

そ
ん
な
べっ
甲
細
工
を
見
る
た
め
創
業
三
百
年

を
誇
る
べっ
甲
店
の
老
舗「
江
崎
べっ
甲
店
」に
お
邪

魔
し
た
。店
内
に
は
、ネ
ッ
ク
レ
ス
、ブ
ロ
ー
チ
な
ど
の

日
用
的
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
か
ら
高
価
な
置
物
ま
で
、

デ
ザ
イ
ン
も
伝
統
的
な
も
の
か
ら
新
作
ま
で
幅
広

い
商
品
を
取
り
揃
え
て
い
る
。こ
れ
ら
の
商
品
の
他

に
、江
戸
時
代
の
か
ん
ざ
し
や
櫛
と
い
た
古
い
べっ
甲

細
工
や
こ
れ
ま
で
同
店
で
製
作
さ
れ
た
芸
術
性
の

高
い
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。と
く
に
六
代
目
店

主
の
江
崎
栄
造
氏
は
県
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、栄
造
氏
が
製
作
し
た「
鯉
の
置
物
」は
パ
リ
万

博
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
べっ
甲
細
工
の
傑
作
。

同
店
で
は
各
製
作
工
程
を
分
業
で
行
い
、最
初

に
甲
羅
の
切
り
出
し
、不
純
物
の
切
削
、厚
み
を
出

す
た
め
の
加
熱
圧
縮
作
業
な
ど「
地
造
り
」と
い
う

下
作
業
を
行
う
。あ
る
一
定
の
厚
み
や
形
状
が
で
き

あ
が
る
と
、デ
ザ
イ

ン
に
合
わ
せ
て
彫

刻
を
施
し
、光
沢
を

出
す
た
め
に
磨
き

を
か
け
る
。こ
れ
ら

作
業
の
ほ
と
ん
ど
が

手
作
業
で
あ
り
、職

人
ら
の
手
仕
事
を

ガ
ラ
ス
越
し
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

 

 

 

大野教会堂
国指定重要文化財、世界遺産候補
長崎県長崎市下大野町2619

「長く愛されてきたオリジナル商品から、若い人
にも親しんでもらえる新しい商品を目指した
い」と語る江崎べっ甲店９代目、江崎淑夫社長。
江崎べっ甲店 
〒850-0874 長崎市魚の町7-13

旧出津救助院鰯網工場（ド・ロ神父記念館）
国指定重要文化財、世界遺産候補
ド・ロ神父がイワシ網工場（後に保育園とし
て使用）として建築した。現在はド・ロ記念
館として神父の遺品を展示している。

旧出津救助院
国指定重要文化財、世界遺産候補
ド・ロ神父が地域の女性たちの自立
を支援するため、明治16年に建設
した授産施設である。 マカロニ工
場や薬局などで構成される。

出津教会堂
国指定重要文化財、
世界遺産候補
長崎県長崎市西出津町2633
※出津教会堂を見学される場

合は、「長崎の教会群インフォ
メーションセンター」に事前
連絡が必要です。
HP:http://kyoukaigun.jp/

べっ甲に蒔絵を施した
櫛。月形のデザインは
江戸後期に流行った。

べっ甲の色（黄色、赤色、
黒色、斑模様）をうまく
使ったアクセサリー。

和紙に描かれた下絵通りに小型
ドリルで削り出す。 下絵を貼った状態からの加工工程。

最終的に磨きをかけると美しい光沢が出る。

甲羅を重ねて、熱と圧を加えて厚みを
出す。甲羅はニカワ質を含むため、水
分と熱で重ねた甲羅が一体化する。

出津教会堂の内部

写真提供：長崎の教会群インフォメーションセンター
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カンペイ君
（延焼防止機能付集合管）

クボタイカシリーズ 「カンペイ君」「カンペイ立て管」

カンペイ立て管
（延焼防止機能付『受け口付直管』）

カンペイ立て管
（延焼防止機能付『受け口付直管』）

カンペイ立て管
（延焼防止機能付『受け口付直管』）

国土交通大臣認定および消防性能評定を取得しています。

延焼防止部品

「カンペイ君」または「カンペイ立て管」により、立て管と横枝管を
塩ビ管にすることができます。

※カンペイ立て管では排水立て管と集合管はグラスウールと遮音シートにより遮音被覆を施してください。
カンペイ君の遮音対策には、カンペイシート・クボタイカバーをご用意しております。
※横枝管が防火区画の壁を貫通する場合については、別途対策が必要です。

延焼防止部品の熱膨張材により上階への炎や煙の侵入を遮断！

∅100に∅75が新ラインナップ

（ご注意）国交大臣認定と消防性能評価については、詳細条件が定められています。
             予め内容をご確認のうえ、定められた条件に従って施工してください。

塩ビ管

塩ビ管

 
 

 
  
  
  

 
   
 
 
 

 
   
 
 
 

GASS

参考出典：『エコドライブ10のすすめ』（C-社)日本自動車連盟）

「 

燃
費
を
良
く
し
て

楽
し
く
ド
ラ
イ
ブ 
」

「 

燃
費
を
良
く
し
て

楽
し
く
ド
ラ
イ
ブ 
」

夏だからみんなで
ドライブ行きたいよね。

同じ行くんだったら、
賢く行きたいね。

そうね、久しぶりに
みんなでいっちゃう？

賢
く
っ
て
？

そ
ろ
そ
ろ

出
発
し
な
い
？

よ
い
し
ょ

ムダなガソリンを
使わないことだよ。
まずは余計な荷物を、
車から降ろす。

パソコンなどで交通情報をよく確認して出発する。
渋滞を避ければ、燃費と時間の節約になるからね。
ガソリンの安いスタンドを
チェックしておくのも重要。

発進は緩やかに（5秒で20km／h）行うことで、
10％程度の燃費が改善する。

坂道では、シフトレバーを
「D」から「２」「１」にダウンして、
できるだけエンジンブレーキを使うんだよ。
不必要にフットブレーキを踏まないのが
燃費向上のポイント。

坂道では、シフトレバーを
「D」から「２」「１」にダウンして、
できるだけエンジンブレーキを使うんだよ。
不必要にフットブレーキを踏まないのが
燃費向上のポイント。

あらら、説明して
疲れちゃったみたいね。 お婆ちゃん

着いたよ。

ガソリンスタンドでタイヤの空気圧を見てもらおう。
空気が少ないと燃費が悪くなるからね。
空気を入れてもらっても

“タダ”だよ。

急発進、急ブレーキは
燃費のムダを
生み出すもとだよ。カチ

ZZ
ZZ
ZZ

立て管途中の掃除口に
スマート掃除口継手

直管にはVP短尺管
階高に合わせた長さで切り管の
ロスを低減
できます。

コンパクトな納まりと
スムーズな排水を実現。
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新製品のご案内  

             

洗浄ノズルガイド機能付き（兼）点検用掃除口

ハイブリッド型掃除口付VU-LT/VU-Y

フライパンにサラダ油を中火で熱し、
ハンバーグを両面焼き、焼き色が付いたら
フタをして中まで火を通す。

フライパンにサラダ油を中火で熱し、
ハンバーグを両面焼き、焼き色が付いたら
フタをして中まで火を通す。

ハンバーグを焼いた肉汁をそのままに、
ソース材料をフライパンに入れ、
ひと煮立ちさせる。

ハンバーグを焼いた肉汁をそのままに、
ソース材料をフライパンに入れ、
ひと煮立ちさせる。

お皿にご飯を盛りつけ、
レタス、トマト、きゅうりを乗せて
ハンバーグをトッピングする。

お皿にご飯を盛りつけ、
レタス、トマト、きゅうりを乗せて
ハンバーグをトッピングする。 ハンバーグのたねは、

30分ぐらい冷蔵庫で
ねかせてから成形して
焼くと美味しくなります。

暑さに負けずガッツリ食べたい
ロコモコ丼

残ったハンバーグのたねでも
出来合いのハンバーグもOK
みなさん、こんにちは。
今回は、ハワイの名物としておなじみのロコモコ
丼です。
ハンバーグのたねさえあれば、簡単に作れてお昼
ご飯にぴったり。
ヘルシーでボリュームもあって、夏にピッタリです。

ハンバーグのたね （お好みの作り方で）……3個
卵…3個  レタス…1/3個 トマト…大1個
きゅうり…1/2本 ごはん…お茶碗3杯
サラダ油…大さじ1

・ ソース材料
  ケチャップ…大さじ3 とんかつソース…大さじ2
  コンソメ（顆粒）…小1 お湯…大さじ1
  バター…少々 塩、コショウ…少々

3

サラダ油

ソースをかけて目玉焼きを乗せればできあがり!!
※お好みでマヨネーズをかけてください。
ソースをかけて目玉焼きを乗せればできあがり!!
※お好みでマヨネーズをかけてください。

① レタスは食べやすい大きさにちぎる。
 きゅうり ・ トマトは薄切りに。

② ハンバーグのたねを作る。
③ 目玉焼きを3つ作る。
④ ソース材料を小鉢に入れる。

① レタスは食べやすい大きさにちぎる。
 きゅうり ・ トマトは薄切りに。

② ハンバーグのたねを作る。
③ 目玉焼きを3つ作る。
④ ソース材料を小鉢に入れる。

ハンバーグのたねの調理例
［合挽き肉250g、タマネギ
1/2個みじん切り、卵1個、
パン粉大さじ3、牛乳30cc、
塩コショウ］をよくかき混
ぜ、小判型に整える。

中火

①①

③③

④④

②②

 
 

 
 

洗浄ノズルガイド
機能付き掃除口で
メンテナンス性能を
向上
ピット内排水管の洗浄時、従来
の掃除口（当社製VCO）では掃
除口内部（凹部）に洗浄ノズル
が入り込み、上流側へのノズル
操作に熟練を要しました。ハイ
ブリッド型掃除口は、点検用掃
除口機能に加え、掃除口に内蓋
部を設けることにより、洗浄ノ
ズルの導通性を向上させました。

※VU-LT、VU-Yの
本体は透明では
ありません。

ハイブリット掃除口部※

内蓋部がガイドとなり、
洗浄ノズルの挿入がスムーズに。

下流側 蓋  部

洗浄ノズル

分岐（上流）側

ハイブリッド型掃除口付 
ＶＵ-LT（大曲がりＹ）

ハイブリッド型掃除口付 
ＶＵ-Ｙ（45°Y）

1°10’

91°10’ 45
°

呼び径
150
150×100
200
200×150

品番：5255

呼び径
150
150×100
200
200×150

品番：5257



            
  

 
 
 

福岡県・三興バルブ継手株式会社久留米営業所
田口 靖憲さまの作品

富山県庁
土木部営繕課

青島 悦子さまの作品
香川県・株式会社マルテツ高松支店

泉谷 哲雄さまの作品
福岡県・山神水道企業団

山下 康行さまの作品

埼玉県・冨士機材株式会社
村松 純さまの作品

奈良県・有限会社栄商会
藤井 彩さまの作品

※PAL編集部にお寄せいただいたハガキの文面やイラスト、写真などは、作者
の同意なく、本誌およびクボタシーアイホームページに掲載させていただく
ことがあります。また、ハガキはお返し致しませんので、予めご了承願います。

滋
賀
県
・
長
浜
水
道
工
事
協
同
組
合

田
辺

幸
夫
さ
ま

新
庁
舎
に
直
結
貯
留
式
ト
イ
レ

昨
年
末
、地
元
長
浜
市
の
新
庁
舎
が

竣
工
し
、見
学
会
が
あ
り
参
加
し
ま

し
た
。そ
の
中
で
と
く
に
防
災
関
係

に
力
を
入
れ
た
と
の
説
明
が
あ
り
、建

物
の
耐
震
性
は
も
ち
ろ
ん
、避
難
場

所
に
も
な
る
こ
と
か
ら
直
結
貯
留
式

ト
イ
レ
が
野
外
通
路
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
。私
は
20
年
前
の
阪
神
淡
路

大
震
災
の
お
り
、芦
屋
市
で
の
給
水

応
援
の
経
験
が
あ

り
、そ
の
時
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
機
能
し
な

く
な
っ
た
近
代
都
市

の
も
ろ
さ
を
痛
感

し
ま
し
た
。特
に
ト

イ
レ
に
困
り
ま
し
た

の
で
、見
学
会
で
は

直
結
貯
留
式
ト
イ
レ

が
一
番
印
象
に
残
り

ま
し
た
。

■
市
庁
舎
な
ど
の

建
て
替
え
時
に
防

災
設
備
と
し
て
災

害
用
ト
イ
レ
を
設
置
さ
れ
る
自
治
体

は
増
え
て
い
ま
す
。仰
る
よ
う
に
市
庁

舎
は
避
難
場
所
や
災
害
対
策
拠
点
に

も
な
り
ま
す
か
ら
、万
全
の
災
害
対

策
が
必
要
で
す
。

福
岡
県
・
久
留
米
市
企
業
局
上
下
水
道
部

上
水
道
整
備
課

石
橋

直
之
さ
ま

大
型
の
仕
切
弁
室
に

ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁
室

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン

弁
室
は
大
型
の
仕
切
弁
室
に
も
対
応

で
き
そ
う
で
大
変
良
い
製
品
だ
と
思

い
ま
す
。

■
ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁
室
に
は
、幅

広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
に
比
べ
て
大
幅
な

工
期
の
短
縮
が
可
能
な
こ
と
や
、高

度
な
施
工
を
必
要
と
し
な
い
た
め
水

道
の
み
な
ら
ず
下
水
や
農
水
で
も
幅

広
く
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

東
京
都
・
株
式
会
社
高
菱
エ
ン
ジ

小
松

幸
藏
さ
ま小

松
菜
発
祥
の

神
社

〝
困
っ
た
時
〞

神
棚
に
小
松
菜
を
供
え

祈
願
す
る
と
成
就
す

る
！
…
？
コ
マ
ツ
タ
ナ
。

新
小
岩
、間
々
井
香
取

神
社
に
書
い
て
あ
り
ま

し
た
。

小
松
菜
発
祥
の
地
で
す
。

■
小
松
菜
の
ご
利
益

は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、「
小
松
菜
」の
由

来
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
は
面
白
い
で
す
。八
代
将
軍
吉
宗
が

鷹
狩
り
の
食
事
を
す
る
時
、こ
の
神

社
で
お
付
き
の
者
が
、餅
の
す
ま
し
汁

に
青
菜
を
少
々
彩
り
と
し
て
差
し
出

す
と
、吉
宗
は
大
喜
び
し
、そ
の
葉
を

こ
の
地
に
ち
な
ん
で「
小
松
菜
」と
命

名
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

鳥
取
県
・
北
栄
町
役
場
地
域
整
備
課

吉
岡

正
雄
さ
ま

高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

に
よ
る
配
水
管
工
事

平
成
25
年
度
よ
り
本
町
で
行
う
配
水

管
工
事
は
、耐
震
管
で
行
っ
て
お
り
、

主
に
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。接
合
管
理
も
慣

れ
て
き
て
、安
定
し
た
配
水
管
工
事

で
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。昭
和
50

年
代
の
V
P
管
布
設
替
え
の
時
期
と

重
な
り
、時
代
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。

水
圧
テ
ス
ト
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
希
望

で
す
。

■
耐
震
管
と
し
て
す
っ
か
り
認
知
さ

れ
た
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ

プ
は
、施
工
性
の
良
さ
、電
気
融
着
に

よ
る
接
合
の
信
頼
性
な
ど
多
く
の
特

長
が
あ
り
ま
す
。震
災
に
備
え
て
、こ

の
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

に
よ
っ
て
、管
路
の
耐
震
化
が
早
期
に

進
む
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

徳
島
県
・
阿
波
市
水
道
課

大
川

広
幸
さ
ま

放
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
電

気
代
は
？

医
療
現
場
で
増
加
す
る
放
射
冷
暖
房

シ
ス
テ
ム
は
、個
人
の
家
で
は
天
井
パ

ネ
ル
は
無
理
で
す
が
、今
ま
で
の
冷
暖

房（
エ
ア
コ
ン
）に
比
べ
電
気
代
が
少
な

く
な
る
の
で
は
？

■
一
般
的
に
放
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
の

電
気
代
は
、対
流
式
空
調
と
比
較
し

て
低
く
な
り
ま
す
が
、使
用
環
境
が

様
々
な
た
め
一
概
に
ど
れ
だ
け
安
く
な

る
か
算
出
す
る
の
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

電
気
代
な
ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も

重
要
で
す
が
、や
は
り
快
適
さ
が
射

冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
魅
力
で
す
。

秋
田
県
・
石
井
工
業
株
式
会
社

石
井

咲
子
さ
ま

排
水
桝
の
蓋
は
ど
こ
い
っ
た
？

秋
田
は
毎
日
の
よ
う
に
雪
で
す
。

除
雪
で
筋
肉
痛
で
す
。

除
雪
車
で
排
水
の
蓋
が
持
っ
て
い
か
れ

ま
し
た
。春
に
な
っ
た
ら
出
て
く
る
で

し
ょ
う
。と
り
あ
え
ず
蓋
を
購
入
し
ま

し
た
。

■
雪
国
の
方
は
雪
下
ろ
し
や
除
雪

が
本
当
に
大
変
で
す
ね
。ま
た
、
除

雪
車
が
排
水
の
蓋
を
持
っ
て
い
っ
た

と
は
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。春
に
な
っ
て
蓋

が
出
て
き
た
ん
で
し
ょ
う
か
、
気
に

な
り
ま
す
。

愛
知
県
・
名
古
屋
市
上
下
水
道
局

鍋
屋
上
野
浄
水
場

大
館

学
さ
ま

災
害
に
備
え
て
水
と
ト
イ
レ

の
対
策
を

地
震
等
災
害
時
に
一
番
困
る
の
が
、水

と
ト
イ
レ
の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」と「
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
」で
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
さ
ん
の
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

■
大
き
な
地
震
災
害
が
発
生
す
る
た

び
に
水
と
ト
イ
レ
の
重
要
性
が
叫
ば

れ
、徐
々
に
住
民
や
自
治
体
の
意
識

が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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クボタシーアイは、個人情報保護に関する法令やガイドライン等を遵守すべく、個人情報保護方針を定めています。こ
れに則りPALにお寄せいただいた全てのお便り（電子メール含む）に記載された個人情報は、本誌送付先管理や各種
照会に対する回答、クイズ当選景品の発送、一部誌面掲載（お便りコーナー等）等の利用目的に限定し、その範囲を
超えてお客様の個人情報を取り扱うことは致しません。また個人データの安全管理が図られるよう、当社従業員、委託
先等に対する必要かつ適切な監督を行うとともに、印刷や送付等で個人データを第三者との間で共同利用する場合
は、当該第三者との間で契約や取り決めを交わす等、法令上必要な措置を講じます。
＊個人情報保護方針の詳細は、弊社ホームページ（http://www.kubota-ci.co.jp）に掲載しています。

●編集後記●

返信用のはがきには、お送りしました封筒の宛名に記載されている整理No.をお書きください。お願い

個人情報保護について

どんどんおハガキ            お待ちしております！

第173号の正解
答：A,B,D,F,H
多数のご応募ありがとうございました。
正解者多数のため、抽選により記念品をお届けしました。

※1つの区切りに2つ以上の違いはなく、印刷の汚れ
も数えません。

右の2枚のイラスト、よ～く見れば少し
違う。上段と下段のイラストを見くらべて、
5つの違いを発見してください。解答は、
添付の解答用ハガキのマス目にアルファ
ベットを記入してお送りください。

違いは
どこにある？

まちがい探し
クイズ

長崎のべっ甲細工は本当にバリエーションが広
い。好景気のときには、船や動物の置物がよく
売れたとか。木型にべっ甲を一枚、一枚貼り付け
ていくのであるが、同じ色で同じ模様のべっ甲を
選び、パーツの境
界が全く分からな
いように貼り付け
ていくのが職人
技。写真のトラの
置物にもビックリ
の定価がついてい
ました。

●カラー：ネイビー
（写真のカラーのみ）

●本体サイズ：
広げた時
約1400×950(mm)
収納時
約250×180(mm)

●材質：ポリエステル  他

に平成00年0月00日までにご投函 い

所在地 〒

 □□□ □□□□

事業所

年齢

読者クイズ

※ 整理N 宛名の右下にある番号
の  こと ご記入ください

174
本 およびクボタシ アイ製品に対するご意見 ご要望 イラスト

その他どんなことでも結構です どしどしお寄せください
（PALに掲載させていただいた方には 記念 を進呈いたします）

正解者のなかから先着で
300名様にオリジナルカ

レンダーをプレゼント！

解 答 欄
（アルファベット記入

プレゼントは９月以降の行楽シーズンに合わせて発送します。

    

  

抽選で
70名様に
プレゼント

抽選で
70名様に
プレゼント

PAL/Vol.17422

本誌同封のハガキにクイズの解答といっしょに
いろんなお便りをお待ちしております。

・クボタシーアイの製品について
・工事で困っていること・本誌の感想
・にっぽん探訪で行って欲しい所

（とくに、秋田・福島県）
・イラストや写真・皆さまの近況等々

正解者の中から抽選で70名様に
記念品を進呈します。
解答のハガキのお名前は、楷書で
はっきりとお書きください。

書いて送ってネ！書いて送ってネ！

チェック
フリースレジャーシート
チェック
フリースレジャーシート
コンパクトにたたんで携帯できる、
フリース素材のレジャーシート。
気軽なレジャーのお供にピッタリ！

写真

イラスト

プレゼントプレゼント

A

H

B

E

I

F G

C D
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集合住宅の排水管材は、一棟まるごと
クボタシーアイにお任せください！
集合住宅の排水管材は、一棟まるごと
クボタシーアイにお任せください！
排水集合管及び関連製品

●差込み形 RJ 管（鋳鉄管）
シール滑材を塗布して差込む
だけのカンタン接合。

●カンペイ立て管
塩ビ製受け口付直管に延焼
防止部品をセット。
排水立て管、横枝管が塩ビ管
で配管可能に。

●QM 継手
押し輪・ゴム輪・ボルト・
ナットがセット済み。
パイプを挿入してボルト・
ナットを締めるだけのクイック
メカ接合。

●スマート掃除口継手
排水立て管専用の掃除口継手。
コンパクトな納まりとスムー
ズな排水を実現。

●シンドカット
振動絶縁材でスラブに伝わ
る振動を80％以上カット※。
集合管装着出荷のため現場
で即時設置可能。

●カンペイ君
排水集合管に延焼防止
部品をセット。
排水立て管、横枝管が塩
ビ管で配管可能に。

●Lベンド
コンパクトタイプ、首長タイプ、
CO付など豊富なラインナップ。

●ハイブリッド型掃除口付継手
洗浄ノズルガイド機能付き掃除口
でメンテナンス性を向上。

●排水集合管
スムーズで静かな排水と
優れた排水能力を両立。
豊富なバリエーションで
様々なシーンに対応。

※クボタ排水システム製品は、平成27年4月より「クボタシーアイ」ブランドになりました。

クボタイカ
シリーズ

クボタイカ
シリーズ

コンパクトLベンド
天井配管の
省スペース化に。

※当社実験値

呼び径
100・75（NEW）

 

  

  

  

 


